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教科用図書調査報告書 
（R７～使用 中学校用） 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 国語 種  類 ４種 ２ 枚中 １ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 15 三省堂 17 教育出版 38 光村図書 

１ 学習指導要領に示す目標

の達成のために工夫され

ていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

① 「言葉の力」の定着と深まり。 

 

② 現代社会の課題に向き合う。 

 

③ 「学びたい」に寄り添う。 

 
 

○「読む」で身に付けた「言葉の力」 

を「話す聞く」「書く」の教材で生 

かし、定着させる工夫がある。 

○「多様性」「地球環境」「平和・国際 

 理解」などのテーマを設定し、各領 

域の学習を通して未来の課題につい 

て認識を深める内容となっている。 

○二次元コンテンツを豊富に備えてい 

る。 

 

 

 

 

① 「学び方」がわかる。 

 

② 「対話」を通して深める。 

 

③ 学びをつなげる。 

 
 

○課題解決過程において活用できる

「読み方」や「思考の方法」がわか

りやすく視覚的に示されている。 

○「対話」を中心とした、協働的な学 

びによって互いの考えを深める内容 

となっている。 

○二次元コードの参照先サイトでは、 

多様なコンテンツを豊富に掲載し、 

紙とデジタルをつなげ、豊かな学び 

をサポートしている。 

 

 

 

① 生徒の主体的な学びを引き出

す。 

② 「学び」が深まる 確かな言葉

の力を育む。 

③ 「学び」がつながる その先の

未来に生きる。 
 

○生徒が自分自身の力で学びを見通 

し、振り返ることができ、学習に 

取り組む意欲を引き出す内容とな 

っている。 

○現代の課題を捉えた教材群を選定 

し、ものの見方・考え方を知り、 

国語科における資質・能力を育み、 

深い学びを実現させる内容となっ 

ている。 

○多様な価値観をもつ他者との出会 

 いや交流をとおして、自分の言葉 

で伝え合う協働的な学びができる。 

 

① 言葉の力によって課題を発見

し、解決する。 

② 「学びのカギ」「学びの地図」

で、既習の資質・能力を主体的に

活用する。 

③ 「国語の力試し」（CBT） 
 

○学習を焦点化し、言葉を使ってさ 

 まざまな課題を解決し、未来を切 

り拓く資質・能力がしっかり身に 

付けられる内容となっている。 

○領域を超えた学びのつながりが明 

確になっている。 

○「読む」で習得した資質・能力を、

「話す・聞く」「書く」で活用する 

ことで理解を深めることができる。 

○自己採点方式を採用し、生徒自身 

が「何ができたか」「課題は何か」 

を確認することで、「自らの学習の 

調整」に生かせる。 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及

び技能の習得を図るための

配慮 

○各文章教材の後に「広がる言葉」が 

あり、その文章で取り扱った言葉に 

関する知識を増やすことができる。 

○「読む」→「学びを支える言葉の力」 

→「書く」という流れにより、得た 

知識や技能を使い、習得することが 

できる。 

○漢字の問題等では、中学校で習う漢 

字に〇が付けられていて、新たに覚 

える漢字が分かりやすい。 

○「思考の方法」や「語彙を豊かに」 

により、知識や技能が習得しやすく 

なっている。 

○「学びナビ」が教材の前にあり、 

基本的な知識を持った上で教材に 

入ることができ、理解が深まる。 

○漢字や言葉、文法などを体系的に 

 学習できるように配置されている。 

○各教材に関わる説明等が、例も含 

めて詳しく書かれており、基礎的 

な知識を身に付けやすい。 

○情報の広げ方や整理の仕方、深め 

方を「思考の地図」としてまとめ 

てあり、それぞれに適切な方法を 

知識・技能として身に付けやすい。 

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○「話すこと・聞くこと」「書くこと」 

「読むこと」の各教材で育成する資 

質・能力が「言葉の力」として、分 

かりやすい表現で明示されている。 

○「言葉の力」は「読むこと」教材で 

習得したことを、続く「話すこと・ 

聞くこと」教材で活用・定着できる 

ように、領域間の関連が図られてい 

る。 

○「言葉の力」は育成する力の系統ご 

 とに整理され、３年間を通して系統 

的・段階的に積み上げられるように 

配置されている。 

 

 

 

○「読み方を学ぼう」や「学習のポイ 

ント」「思考の方法」(話すこと、聞 

くこと、書くこと)などで、「学び方」 

を学ぶための工夫が凝らされており、 

汎用的な力を身に付けらけるように 

している。 

○「領域別教材一覧」に「つけたい力 

を確かめよう」として、思判表につ 

いて表で各領域ごとに図示されてい 

る。(◎、〇による記載) 

○「言葉の地図」に「その学年で身 

に付けたい言葉の力」が思判表に 

ついて、表で各領域ごとに図示さ 

れている。(◎、〇による記載) 

○「話すこと、聞くこと」の教材で 

は「何を」「どのように学ぶのか」 

という学習の進め方と目指すゴー 

ルが話例で示されている。 

○教材の始めに「学びナビ」があり、 

その教材の学習の中で、どのよう 

な思考力をはたらかせると効果的 

かを解説と図説で示し、活動内容 

の視覚化・明確化が図られている。 

○「学習の見通しをもとう」には、 

思判表について、表で各領域ごと 

に図示されている。(キーワード 

による記載) 

○「学びのカギ」「学びへの扉」で資 

 質・能力が焦点化し可視化して示 

されている。 

○「学びのカギ」「学びへの扉」は、 

教材冒頭見開きとし右に学習の流 

れ、左に学習のポイントが示され 

ている。 

○「振り返る」で自己評価できるよ 

うにしている。 

○「資料編」の冒頭の「豊かに表現 

するために」で、1年間で学ぶ 

「学びのカギ」が整理され示され 

ている。 



 

教科用図書調査報告書 教科・種目名 国語 種  類 ４種 ２ 枚中 ２ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 15 三省堂 17 教育出版 38 光村図書 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切であるこ

と 

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○学習指導要領に示していない内容は 

取扱っていない。 

 

○学習指導要領に示していない内容は 

取扱っていない。 

 

○学習指導要領に示していない内容は 

取扱っていない。 

 

○「言の葉ポケット」には、思考や 

分析を深める話型や表現が示され、 

伝えたいことに適した表現を探す 

支援になる役割が期待されている。 

○新教材が多い。 

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○「読むこと」の教材の後にある「て 

びき」の中で、話し合ったり伝えあ 

ったりする学習が多く示されている。 

○「書くこと」や「話すこと・聞くこ 

と」の単元で例が多く示されており、主 

主体性を持って学習に取り組むこと 

ができる。 

 

○「読むこと」の教材の後に「学びの 

道しるべ」が示されており、見通し 

を持って学習に取り組むことができ 

る。 

○「書くこと」や「話すこと・聞くこ 

と」の単元で、見本や例が示されて 

おり、ゴールイメージを明確に持っ 

て学習に取り組むことができる。 

○「書くこと」や「話すこと・聞く 

こと」の単元で「学習活動の流 

れ」が詳細に示されており、見通 

しを持って学習に取り組むことが 

できる。 

○各教材の前にある「学びナビ」を 

見ることで、その単元でどのよう 

な力を付けるのかを理解して学習 

に取り組むことができる。 

○「読むこと」の教材の後に「学び 

への扉」が示されており、見通し 

を持って学習に取り組むことがで 

きる。 

○「書くこと」や「話すこと・聞く 

こと」の単元で「学習活動の流 

れ」が詳細に示されており、見通 

しを持って学習に取り組むことが 

できる。 

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○「資料編」に、古典等、さまざまな 

教材が載せられており、学習した力 

を活用して、より深い学習へとつな 

げられるようになっている。 

 

 

○「資料編」に写真やカラーが多用さ 

れおり、分かりやすく、また、興味 

を惹かせる工夫がさせている。 

○思考の方法がかなり詳しく記載され 

ている。 

○漫画のコマの並び方等、興味を惹 

かれやすい内容が取り上げられて 

いる。 

○SDGsを取り上げた教材があり、文 

章読解だけでなく、地球環境等に 

ついて考えられるようになってい 

る。 

○「資料編」の前に「語彙ブック」 

があり、学習した知識を広げるこ 

とができる。 

○文法の内容について、説明や例が 

詳しく書かれており、教材の読解 

につなげやすい。 

(5) 他の教科等との関連 ○他教科と関連する部分に、教科書関 

連マークがある。 

○カリキュラムマネージメントにつな 

げている。 

 

○「生かそう」で今後の国語教材だけ 

でなく、他教科等のどのような場面 

で活用できるかが書かれている。 

○SDGsの項目に関係する教材が掲載 

されている。 

○全学年 SDGｓについて詳しく説明し 

ているページがある。 

○道徳の教科書のようである。 

○各学年一つずつ SDGｓの単元が掲 

載され、今日的な課題を自分の問 

題として取り上げ、関連を明記し 

ている。 

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○優しい色使いがされている。 

○文法が少なめになっている。 

○古文の訳が紫色で下段に書かれてい 

る。 

○デジタルコンテンツが用意されてい 

る。 

○ユニバーサルデザインフォントが使 

用されている。 

 

 

 

 

 

○挿絵の色にビビッドカラー（赤や緑、 

青などの原色やショッキングピンク 

のようなネオンカラーなどの彩度が 

高い色）が使われている。 

○「竹取物語」や「少年の日の思い出」 

などの挿絵が今風である。 

○古文の訳が青色で下段に書かれてい 

る。 

○訓読の仕方や漢詩の形式についてく 

わしい説明がある。 

○全学年百人一首が掲載されている。 

○デジタルコンテンツが用意されてい 

る。 

○全体的にカラーは控えめになって 

いる。 

○文法が多めになっている。 

○十二支など資料集のような内容が 

多く掲載されている。 

○古文の訳が黄色の枠に黒字になっ 

ている。 

○訓読の仕方の詳しい説明がある。 

○問題集のような練習問題が掲載さ 

れている。 

○ユニバーサルデザインフォントが 

使用されている。 

○目に優しいカラーが使われている。 

○文法が少なめになっている。 

○古文の訳が１年は青色で横に、２・ 

３年は黒色で下段に書かれている。 

○デジタルコンテンツが用意されて 

いる。 

○ユニバーサルデザインフォントが 

使用されている。 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 書写 種  類 ４種 ２ 枚中 １ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 １５ 三省堂 １７ 教育出版 ３８ 光村図書 

１ 学習指導要領に示す目標

の達成のために工夫され

ていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

①「書写」のポイントをおさえる。 

② 行書が書ける。 

③ 運筆動画で筆の動きが分かる。 

 

○文字を整えて書くための知識とコツ 

を言葉で整理し、学習のポイントが 

焦点化されている。 

○行書の「形」の特徴に加えて「動き」 

に着目した記載がされている。 

○書くときの様子が分かる運筆動画が 

用意されている。 

○１年生は、楷書が基本となっている。 

① 一目でわかる学習内容 

② ポイントの計画化 

③ 普段の文字に生かす 

④ 豊かな文字文化にふれる 

⑤ 国語教材との連携 

 

○学習の見通しをもって主体的に学習 

できるようになっており、学びの意 

欲向上につながる内容となっている。 

○日常生活の中で活用できるポイント 

が示されている。 

○文字を手書きすることの意義を見つ 

め直すことができる。 

① 「書く力」が身につく。 

② 「学び方」がわかる。 

③ 「活用する力」が育つ。 

 

○すべての学びを支え、確かな文字 

感覚が身につく内容となっている。 

○学習手順を明確化し、主体的、対 

話的で深い学びにつなげることが 

できる内容となっている。 

○国語の表現力を高め、生きてはた 

らく書写力を身につけることがで 

きる内容となっている。 

 

① 学びやすく、教えやすい。 

② 書く力が確かに身につく。 

③ 豊かな文字文化に触れる。 

 

○学習の進め方を３つのステップで 

示し、見通しをもつことで、主体 

的に学習に取り組むことができ 

る内容となっている。 

○「行書」を楽しくしっかり学べる 

よう、書くときのポイントが押さ 

えられている。（１年時より） 

○書き初めの由来やポイント等を新 

設し、文字文化の豊かさに触れる 

ことができるようになっている。 

 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及

び技能の習得を図るための

配慮 

○「書写活用ブック」により、必要な 

知識や技能をすぐに確認することが 

できる。 

○「書写のかぎ」により、文字を整え 

て書くためのポイントが理解しやす 

くなっている。 

○「行書のまとめ」や「書写テストに 

挑戦！」で、学んだ知識・技能を定 

着させることができる。 

 

○「書き方を学ぼう」が各教材の前に 

掲載されており、ポイントが明確で 

ある。 

○「書いて身につけよう」が各教材の 

後に用意されており、学んだ知識・ 

技能を定着させやすい。 

○各教材の説明がシンプルで分かり 

やすく、必要な知識・技能が分か 

りやすくなっている。 

○説明→練習の流れが細かく作られ 

ており、学んだことをすぐに実践 

して、定着させやすい。 

○「書写ブック」により、学習した 

知識をすぐに書いて確認するとと 

もに、積み重ねることができる。 

○「中学書写スタートブック」で書 

写の基礎・基本が写真を多用して 

説明されており、イメージしやす 

い。 

○「学びのカギ」により、学習のポ 

イントが分かりやすくなっている。 

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○「生活に広げよう」では、学んだこ 

とを生活の中で活用するために、具 

体的な場面を想定して話し合う活動 

が設定されている。 

○学習を通して、思考力、判断力、表 

現力を高め、深い学びを実現できる 

よう配慮している。 

 

○「やってみよう」や「書いて身につ 

けよう」で書写の学習内容を活用で 

きるようにしている。 

○「身のまわりの文字」などで文字文 

化への認識を深めたりして、社会生 

活で生きる力を育めるように配慮し 

ている。 

○自らの課題解決に向けて教材を選 

択することができる。 

１年「学校生活に生かして書く」 

２年「文字の大きさと配列」 

３年「三年間の学習の成果を生かそ

う」共通 p134～136補充教材集 

○教材冒頭に、文字の原理、原則を 

考えたり話し合ったりする活動を 

設定、対話を通して主体性や思考 

力、判断力、表現力を養えるよう 

配慮している。 

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○話し合いを促す文言が多く示されて 

おり、対話的に学習に取り組むこと 

ができる。 

○日常生活の中で書写で学習したこと 

を生かす活動が多く示されている。 

 

○日常生活の中で書写で学習したこと 

を生かす活動が多く示されている。 

○二次元コードを読み取ることで運筆 

の見本を見ることができ、主体的に 

学習に取り組むことができる。 

○「目標」「考えよう」「生かそう」 

「振り返ろう」の四段階で学習の 

流れが示されており、見通しを持 

って学習に取り組むことができる。 

○行書の書き方のポイントを順を追 

って学習することができる。 

○二次元コードを読み取ることで運 

筆の見本を見ることができ、主体 

的に学習に取り組むことができる。 

 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 書写 種  類 ４種 ２ 枚中 ２ 書写 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 １５ 三省堂 １７ 教育出版 ３８ 光村図書 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切であるこ

と 

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○文字の移り変わりやいろは歌の説明、 

伝統的な用具・用材の作り方とその 

主な生産地等が詳しく説明されてい 

る。 

 

 

 

 

○「資料編」に、送り状やのし袋の書 

き方、文房四宝と進化する筆記具が 

紹介されている。 

○文字の変遷や、書の古典として歴史 

上の優れた筆跡が紹介されている。 

○用具の製法や文字の変遷について、 

写真を多用して紹介されている。 

○日本建築の中での書や、歴史上の 

人物が書いた書が紹介されている。 

○「コラム」において、さまざまな 

地域のフォントや文字の歴史、ユ 

ニバーサルデザインフォント、さ 

まざまな有名人の字などが紹介さ 

れている。 

○「なりきり、書聖・王羲之」で、 

王羲之の書を紹介するだけでなく、 

なぞって触れることができる。 

 

(5) 他の教科等との関連 ○職場体験、依頼状、お礼状、本のポ 

ップ、防災、手紙、ポスター、新聞、 

リーフレット、願書の書き方につい 

て掲載されている。 

○生活に広げようで、身に付けた力を 

どのような場面で活用できるかが記 

載されている。 

○他教科等と関連する部分に、教科関 

連マークが掲載されている。 

 

○各都道府県の行書とともに、名物の 

絵が掲載されている。 

○新聞、情報誌、手紙、葉書の書き方 

について掲載されている。 

○本の栞、ポップ、文字の変遷、日 

本建築、ポスター、手紙、葉書の 

書き方について掲載されている。 

○各都道府県の城と書の関係が記載 

されている。 

○学級目標、応援旗、ユニバーサル 

デザインフォント、手紙、葉書、 

願書の書き方について掲載されて 

いる。 

○日本地図を用いた全国文字マップ 

や都道府県行書一覧が掲載されて 

いる。 

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○３学年分の書き初め見本がついてい 

る。（１年は楷書） 

○デジタルコンテンツが用意されてい 

る。 

○ユニバーサルデザインフォントが使 

用されている。 

 

 

 

 

 

○書き初めの見本がついている。 

（全学年行書） 

○デジタルコンテンツが用意されてい 

る。 

○カラーユニバーサルデザインになっ 

ている。 

○教科書のサイズ。（ＡＢ判） 

他社のものより横幅が２㎝大きい。 

 

○年間の書き初め手本は楷書を採用 

されている。 

 

○行書の練習文字少ない。 

○書写テストが掲載されている。 

○ユニバーサルデザインフォントが 

使用されている。 

○カラーユニバーサルデザインにな 

っている。 

○学びリンクが用意されている。 

○特別支援教育、人権、外国人児童 

生徒、ユニバーサルデザイン、防 

災教育の観点から、専門家の校閲 

を受け、配慮を施している。 

○別冊書写ブックがついている。 

○書き初めの見本がついている。 

（全学年行書） 

○デジタルコンテンツが用意されて 

いる。 

○ユニバーサルデザインフォントが 

使用されている。 

○カラーユニバーサルデザインにな 

っている。 

 

 

 

 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会科（地理） 種  類 ４種 ４ 枚中 １ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 17 教育出版 46 帝国書院 116 日本文教出版 

１ 学習指導要領に示す目標

の達成のために工夫され

ていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○社会科及び地理的分野の目標を達成

するため、社会的事象の地理的な見

方・考え方を働かせ、課題を追究し

たり解決したりする活動ができる工

夫がなされている。 

○地域の諸事象や地域的特色を理解

し、調査やまとめる技能を身に付け

るような工夫がなされている。 

○多面的・多角的に考察したり、公正

に選択・判断したり、それを説明し

たり、議論したりする力を養うよう

な工夫がなされている。 

○日本や世界の地域に関わる諸事象に

ついて、よりよい社会の実現を視野

に主体的に学ぼうとする態度を養え

るよう工夫がなされている。 

○社会科及び地理的分野の目標を達成

するため、社会的事象の地理的な見

方・考え方を働かせ、課題を追究し

たり解決したりする活動ができる工

夫がなされている。 

○地域の諸事象や地域的特色を理解

し、調査やまとめる技能を身に付け

るような工夫がなされている。 

○多面的・多角的に考察したり、公正

に選択・判断したり、それを説明し

たり、議論したりする力を養うよう

な工夫がなされている。 

○日本や世界の地域に関わる諸事象に

ついて、よりよい社会の実現を視野

に主体的に学ぼうとする態度を養え

るよう工夫がなされている。 

○社会科及び地理的分野の目標を達

成するため、社会的事象の地理的

な見方・考え方を働かせ、課題を追

究したり解決したりする活動がで

きる工夫がなされている。 

○地域の諸事象や地域的特色を理解

し、調査やまとめる技能を身に付

けるような工夫がなされている。 

○多面的・多角的に考察したり、公正

に選択・判断したり、それを説明し

たり、議論したりする力を養うよ

うな工夫がなされている。 

○日本や世界の地域に関わる諸事象

について、よりよい社会の実現を

視野に主体的に学ぼうとする態度

を養えるよう工夫がなされてい

る。 

 

○社会科及び地理的分野の目標を達

成するため、社会的事象の地理的

な見方・考え方を働かせ、課題を追

究したり解決したりする活動がで

きる工夫がなされている。 

○地域の諸事象や地域的特色を理解

し、調査やまとめる技能を身に付

けるような工夫がなされている。 

○多面的・多角的に考察したり、公正

に選択・判断したり、それを説明し

たり、議論したりする力を養うよ

うな工夫がなされている。 

○日本や世界の地域に関わる諸事象

について、よりよい社会の実現を

視野に主体的に学ぼうとする態度

を養えるよう工夫がなされてい

る。 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及び

技能の習得を図るための配

慮 

○見開き２ページで1テーマ、「導入・

学習課題→展開→まとめ」の流れで

構成されている。 

○同年代のキャラクターの吹き出しに

より、読み取る視点や学習活動を促

し、興味・関心を高める工夫がなさ

れている。 

○学びを深めるために、「位置や分布」

「人と自然のかかわり」「場所」「結

び付き」「地域」という５つのミカタ

（視点）が設けられている。 

 

○課題をつかむために「探求課題」・「み

んなでチャレンジ」というコーナー

が、課題を追求するために「学習課

題」・「チェック＆トライ」が設けら

れている。 

 

 

 

 

 

○見開き２ページで1テーマ、「導入・

学習課題→展開→まとめ」の流れで

構成されている。 

○同年代のキャラクターの吹き出しに

より、読み取る視点や学習活動を促

し、興味・関心を高める工夫がなさ

れている。 

○学びを深めるために、「位置や広がり

（分布）」「自然環境との関わり」「場

所」「結びつき」「地域」という５つ

の地理的な見方・考え方が示されて

いる。 

○学習から興味や関心を広げていく

「地理の窓」というコラムや、地図

やグラフなどの扱い方を学習する

「地理の技」というコーナーが設け

られている。 

 

 

○見開き２ページで1テーマ、「導入・

学習課題→展開→まとめ」の流れ

で構成されている。 

○同年代のキャラクターの吹き出し

により、読み取る視点や学習活動

を促し、興味・関心を高める工夫さ

なされている。 

○学びを深めるために、「位置や分

布」「人と自然とのかかわり」「場

所」「地域どうしのつながり」「地

域」という５つの地理的な見方・考

え方が示されている。 

○巻頭に「対話」「見方・考え方」「地

図帳活用」「資料活用」「現地の人々

の声」「思考ツール」などを示し、

学びを深める工夫がなされてい

る。 

○様々な特設ページやコラムがあ

り、学びを充実させる手掛かりに

なっている。 

○二次元コードから多彩なリンクに

繋がり、学びを充実させる手掛か

りになるよう工夫されている。 

 

○見開き２ページで1テーマ、「導入・

学習課題→展開→まとめ」の流れ

で構成されている。 

○同年代のキャラクターの吹き出し

により、読み取る視点や学習活動

を促し、興味・関心を高める工夫が

なされている。 

○学びを深めるために、「位置や分

布」「人と自然とのかかわり」「場

所」「地域どうしのつながり」「地

域」という５つの地理的な見方・考

え方が示されている。 

○「地理＋α」「トライ」「スキルUP」

「持続可能な地域をめざして」、と

いう学習内容の理解を助けるコー

ナーが設けられている。 

 

 



 

教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会科（地理） 種  類 ４種 ４ 枚中 ２ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 17 教育出版 46 帝国書院 116 日本文教出版 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(2) 思考力・判断力・表現力等

の育成を図るための配慮 

○「みんなでチャレンジ」を通して小

集団で参加型学習を行うことで対話

的な活動の広がりを図れるような工

夫がなされている。 

○「チェックアンドトライ」を通して

学習内容をまとめることで、思考・

判断・表現力が高められるような工

夫がなされている。 

○まとめと振り返りの活動において、

思考ツールを活用して考えを深めた

り、説明するなどの表現活動に取り

組んだりすることができるような課

題が設定されている。 

○まとめと振り返りの活動の中で、世

界の諸地域では「地球的課題」、日本

の諸地域では「未来にアクセス」と

いうように、持続可能な社会につい

て考えが深められるよう工夫されて

いる。 

○二次元コードを用いて雨温図を比較

し、その原因や背景が考えやすいよ

うに工夫されている。 

○世界の諸地域では「衣食住」につい

て資料提供し、考えやすいように配

慮されている。 

○資料が精選されており、考察しやす

いよう配慮されている。 

○地域の踏査事例では兵庫県神戸市を 

取り上げている。まとめ方として、 

地図や図表で表してまとめる方法が 

例示されている。五つの視点で課題 

発見から発表までを例示されてい 

る。 

○「THINK!」や「Q」のコーナーが適宜

設けられ、資料を読み取って考察す

る学習活動に繋がるような工夫がさ

れている。 

○学習内容に更に踏み込んで思考する

「TRY」のコーナーを通して、思考・

判断・表現力の深化を図る工夫がな

されている。 

○「確認」のコーナーと「表現」のコー

ナーを設けることにより、学習事項

の定着と活用を図ることができるよ

うな工夫がなされている。 

○まとめと振り返りの活動において、

思考ツールを活用して考えを深めた

り、説明するなどの表現活動に取り

組んだりすることができるような課

題が設定されている。 

○学習のまとめと表現の項目を設け、

SDGｓ（持続可能な開発目標）と関連

させることにより、多面的多角的に

単元を振り返ることができるよう、

配慮されている。 

○世界の諸地域の単元の始めに「学習

する世界的課題」を提示し、思考を

膨らませながら学習に取り組めるよ

う工夫されている。 

○資料が精選されており、考察しやす

いよう配慮されている。 

○地域の踏査事例では愛知県名古屋市

を取り上げている。まとめ方として、

主題図やグラフなどで表してまとめ

る方法が例示されている。 

○特設ページの「アクティブ地理」と

いうテーマ学習に関しての課題設

定があり、単元末の課題や発展的

な課題に生かせるような工夫がな

されている。 

○「確認しよう」や「説明しよう」に

示された課題を通して、言語活動

を繰り返し行うことで思考・判断・

表現力が育成できるような配慮が

なされている。 

○まとめと振り返りの活動におい

て、思考ツールを活用して考えを

深めたり、説明するなどの表現活

動に取り組んだりすることができ

るような課題が設定されている。 

○「学習を振り返ろう」では、「単元

を貫く問」に対して思考・判断・表

現する課題が設定されており、自

分の考えが整理・構造化できるよ

う配慮されている。 

○日本の諸地域の単元末にSDGｓ（持

続可能な開発目標）と絡めた課題

設定をすることで学習の深化を図

っている。 

○項目ごとに単元の問が明記されて

おり、単元のつながりが意識でき

るよう配慮されている。 

○世界の諸地域では「衣食住」につい

て資料提供し、考えやすいように

配慮されている。 

○豊富な資料から選択し活用する学

習に繋げられるよう配慮してい

る。 

○地域の踏査事例では東京都練馬区 

を取り上げている。まとめ方とし 

て、グラフや地図を用い、事実と事 

実から考えた解釈を説明する方法 

などのまとめ方が例示されてい 

る。 

 

○「トライ」、「スキルUP」、資料活用

コーナーなども含めて、毎時間、思

考・判断・表現力の向上を図る場面

を設定し、生徒が自分の言葉で表

現できるような工夫がなされてい

る。 

○「まとめと振り返り」では、単元を

貫く問について自分の考えをまと

め、考察、構想したことを議論する

など、言語活動に関わる学習に繋

がるよう配慮がなされている。 

○まとめと振り返りの活動におい

て、思考ツールを活用して考えを

深めたり、説明するなどの表現活

動に取り組んだりすることができ

るような課題が設定されている。 

○単元ごとにSDGs（持続可能な開発

目標）と関わった題材を提示し、発

展的な内容を考えられるよう工夫

されている。 

○二次元コードを用いて雨温図を比

較し、原因や背景が考えやすいよ

うに工夫されている。 

○項目ごとに単元の問が明記されて

おり、単元のつながりが意識でき

るよう配慮されている。 

○豊富な資料から選択し活用する学

習に繋げられるよう配慮されてい

る。 

○地域の踏査事例では京都府伏見区

を取り上げている。まとめ方とし

て、地域の特色を考察してまとめ

るために、地図やグラフに加工し

て整理する方法が示されている。 

 



 

 

教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会科（地理） 種  類 ４種 ４ 枚中 ３ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 17 教育出版 46 帝国書院 116 日本文教出版 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(3) 生徒が主体的・対話的に学

習に取り組むことができる

配慮 

○デジタルコンテンツをからワークシ

ートによる課題に取り組むことが可

能となっている。知識の整理や、グ

ループでの共有など、主体的・対話

的な学習に結びつけやすい工夫がさ

れている。デジタルコンテンツでは、

動画が複数あり、教科書とタブレッ

ト端末を用いて学習できる工夫がさ

れている。 

○「スキルアップ」や「みんなでチャ

レンジ」を設け、対話的に学習が進

められる工夫がなされている。 

○まとめの活動では【主体的に学習に

取り組む態度】を評価する課題や、

探究課題に取り組める箇所がある。

探究課題については、単元の最初に

設定されていることが多く、学習の

見通しを立てやすくする工夫がなさ

れている。 

 

 

 

 

 

○学びリンクという二次元コードがつ

いているため、自身で情報を取得で

きる工夫がなされている。 

○各授業で「地理の技」や「地理の窓」、

「確認」に取り組むことができ、主

体的に学習に取り組む工夫がされて

いる。 

○単元の最後に学習のまとめと表現が

あるので、その課題で【学びに向か

う力】に取り組むことができる。 

○各単元に「見方・考え方をはたらか

そう」という単元全体の学ぶ視点が

示されており、それを手がかりに主

体的・対話的に学ぶ学習課題を設定

することができるよう工夫されてい

る。 

○各ページにある「LOOK！」では、写真

などについてさらに詳しく説明され

ており、生徒の興味・関心を引き出す

工夫がなされている。 

○二次元コードから、さまざまな資

料や問題に触れることが可能で、

オリジナルのスライドを作成する

ことができるなど主体的に学ぶこ

とができる工夫がなされている。 

○思考ツールアイコンを用いて、自

らがシートを選択して知識を整理

できるとともに、対話的な学習に

も繋げやすい工夫がなされてい

る。 

○章・節末に「アクティブ地理AL」が

部分的に設置し、主体的・対話的な

学習に取り組む工夫がされてい

る。 

○章・節末に「学習を振り返ろう」が

設置されており、思考ツールを活

用しながら対話的に学ぶ工夫がさ

れている。 

○見開きごとに、その節の問いがあ

るため、自ら課題に対して学習を

進めやすくされている。 

○豊富な資料から、興味関心を高め

たり、学習の見通しを立てたりす

ることができ、主体的な学びにつ

ながるよう工夫されている。 

○【地図帳活用】などの工夫があるた 

め、教科書外にも関心が向けやす 

く、主体的に学びやすく工夫され 

ている。 

 

・各ページに小テストやまとめに取

り組むことができる二次元コード

がついている。また、ポートフォリ

オを用いて、自らが振り返ること

ができるよう工夫されている。 

・単元の最後にまとめとふり返りが

あり、【主体的に学習に取り組む態

度】の評価が可能となっている。ま

た、「議論してみよう」ではグルー

プ等で課題に取組めるような工夫

がされている。 

・節や編ごとに単元を貫く問い、各ペ

ージに見方・考え方が示されてお

り、それを手がかりに主体的・対話

的に学ぶ学習課題を設定すること

ができるよう工夫されている。 

 

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○学習指導要領に示していない内容は 

取り扱っていない。 

○学習指導要領に示していない内容は 

取り扱っていない。 

 

○学習指導要領に示していない内容は 

取り扱っていない。 

○学習指導要領に示していない内容は 

取り扱っていない。 

 

 

 

 

 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会科（地理） 種  類 ４種 ４ 枚中 ４ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 17 教育出版 46 帝国書院 116 日本文教出版 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(5) 他の教科等との関連 ○SDGｓ（持続可能な開発目標）に関連し

た内容、環境やエネルギー問題、国際

理解、多文化共生などの社会課題や今

日的な課題といった公民的分野の記

述（コラム）、資料が掲載されている。 

○単元の初めに、小学校の社会科で学ん

だ語句が掲載されている。 

○中学校社会の各分野の単元との関連

が記述されている箇所がある。 

○他教科の単元との関連が示されてい 

る。 

○SDGｓ（持続可能な開発目標）に関連し

た内容、環境やエネルギー問題、国際

理解、多文化共生などの社会課題や今

日的な課題といった公民的分野の記

述（コラム）、資料が掲載されている。 

○中学校社会の各分野の単元との関連

が記述されている。 

○他教科の単元との関連が示されてい

る。 

○SDGｓ（持続可能な開発目標）に関連

した内容、環境やエネルギー問題、国

際理解、多文化共生などの社会課題

や今日的な課題といった公民的分野

の記述（コラム）、資料が掲載されて

いる。 

○小学校社会の各分野の単元との関連

が記述されている。 

○中学校社会の各分野の単元との関連

が記述されている。 

○地図帳の活用方法が示されている。 

○他教科、総合（防災）の単元との関連

が細かく示されている。 

○「防災」に関連する内容には、キーワ 

ードやアイコンで分かりやすく示さ 

れている。 

 

○SDGｓ（持続可能な開発目標）に関連

した内容、環境やエネルギー問題、国

際理解、多文化共生などの社会課題

や今日的な課題といった公民的分野

の記述（コラム）、資料が掲載されて

いる。 

○小学校社会の単元（学年）との関連

が、単元名と問いかけで記述されて

いる。 

○中学校社会の各分野の単元との関連

が記述されている。 

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○カラーユニバーサルデザインに対応

し、文字もUDフォントを採用してい

る。 

○資料の配置や背景色にも適切に配慮

されている。 

○教科書には、多彩な二次元コンテンツ

が掲載されており、デジタル教科書も

用意されている。 

○カラーユニバーサルデザインに対応

し、文字もUDフォントを採用してい

る。 

○資料の配置や背景色にも適切に配慮

されている。 

○教科書には、多彩な二次元コンテンツ

が掲載されており、デジタル教科書も

用意されている。 

○カラーユニバーサルデザインに対応

し、文字もUDフォントを採用してい

る。 

○地図やグラフなどは、色以外の情報

でも識別できるよう配慮している。 

○資料の配置や背景色にも適切に配慮

されている。 

○教科書には、多彩な二次元コンテン

ツが掲載されており、デジタル教科

書も用意されている。 

 

○カラーユニバーサルデザインに対応

し、文字もUDフォントを採用してい

る。 

○地図やグラフなどは、色以外の情報

でも識別できるよう配慮している。 

○資料の配置や背景色にも適切に配慮 

されている。 

○教科書には、多彩な二次元コンテン

ツが掲載されており、デジタル教科

書も用意されている。 

 

 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会科（地図） 種  類 ２種 ２ 枚中 １ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 46 帝国書院   

１ 学習指導要領に示す目標

の達成のために工夫され

ていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○社会科及び地理的分野の目標を達成

するため、社会的事象の地理的な見

方・考え方を働かせ、課題を追究し

たり解決したりする活動ができる工

夫がなされている。 

 

○社会科及び地理的分野の目標を達成

するため、社会的事象の地理的な見

方・考え方を働かせ、課題を追究し

たり解決したりする活動ができる工

夫がなされている。 

  

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及び

技能の習得を図るための配

慮 

○巻頭に地図記号を記載し、記号の確

認や索引の使い方を示している。 

○巻頭に「この地図帳の活用方法」を

記載し、一般図・主題図・学習を深

めるための活用方法・デジタルコン

テンツ・デジタル地図を紹介してい

る。また、「Bee’s eye」というキャ

ラクターが３つの視点から問いや疑

問を投げかけることによって学びを

助けたり深めたりできる工夫がされ

ている。 

○持続可能な社会をつくっていくため

に SDGｓのアイコンやコーナーが設

けられている。 

 

○巻頭に地図帳の凡例を記載し、都市・

境界・自然・交通・産業・領土・世界

遺産・環境・文化・歴史・その他と

いう分類の確認を示している。 

○巻頭に「この地図帳の使い方」を記

載し、小学校での既習事項の確認・

地図の種類・見方使い方の確認など

を示している。 

○読み解くポイントやテーマを示し、

関連するできごとを読み取るための

手掛かりを設けている。 

○持続可能な社会をつくっていくため

にSDGｓのアイコンやコーナーが多

数設けられている。 

  

(2) 思考力・判断力・表現力等

の育成を図るための配慮 

○地理的分野の探究課題に沿って学習

する際に活用できる資料が掲載され

ている。 

○地図を深く読み取るためのヒントと

なる問(「Bee’s eye」)を通して、

資料をもとに調べたり考えたりする

ことができるよう配慮している。 

○デジタル地球儀や世界の気候景観等

を用いて具体物を介すことで、考え

を深められるよう工夫されている。 

○「地図で発見！」という問を通して、

資料を活用しながら思考・判断・表

現力が育成されるような工夫がなさ

れている。 

○資料提供のページからは「主題学習」

を通して、資料を使うだけでなく、

背景や違いを説明する力が定着する

ような工夫がなされている。 

○豊富な写真資料を用いることで持続

可能な社会等について考察できるよ

う工夫されている。 

 

  

(3) 生徒が主体的・対話的に学

習に取り組むことができる

配慮 

○キャラクターの吹き出しで、資料の

ポイントや考察の視点を示し、地図

から読み取る情報の要点がわかりや

すく示されている。 

 

 

○「地図で発見」を随所に設け、生徒

が自主的に地図を活用して学習に向

かうことができるように工夫がなさ

れている。 

○随所に二次元コードが表示されてお

り、インターネット等を使って生徒

が興味・関心を持って学習できるよ

うな工夫がなされている。 

 

  



 

教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会科（地図） 種  類 ２種 ２ 枚中 ２ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 46 帝国書院   

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○学習指導要領に示していない内容は 

取り扱っていない。 

○学習指導要領に示していない内容は 

取り扱っていない。 

 

  

(5) 他の教科等との関連 ○世界や日本の地図中に、歴史に関係

する場所や遺跡が色付きで掲載され

ている。 

○地域の歴史的な変化を比較できるよ

うな工夫がなされている。 

○SDGｓ（持続可能な開発目標）に関連

した内容、国際理解、多文化共生な

どの資料が掲載されている。 

 

○世界や日本の地図中に、歴史に関係

する場所や遺跡が色付きで掲載され

ている。索引中の歴史にかかわる場

所や遺跡にも印がつけられている。 

○地域の歴史的な変化を比較できるよ

うな工夫がなされている。 

○歴史や公民にかかわる資料、SDGｓや

防災にかかわる項目には印がつけら

れている。 

○SDGｓ（持続可能な開発目標）に関連

した内容、国際理解、多文化共生な

どの資料が掲載されている。 

 

  

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○カラーユニバーサルデザインに対応

し、文字も UDフォントを採用してい

る。 

○資料の配置や背景色にも適切に配慮

されている。 

○教科書には、二次元コード等により

多彩なコンテンツが掲載されてお

り、デジタル教科書も発行される予

定である。 

○カラーユニバーサルデザインに対応

し、文字も UD フォントを採用してい

る。 

○資料の配置や背景色にも適切に配慮

されている。 

○教科書には、二次元コード等により

多彩なコンテンツが掲載されてお

り、デジタル教科書も発行される予

定である。 

 

  

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会（歴史） 種  類 ９種 ６ 枚中 １ 枚 

 

採択基準 基本観点 
発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 17 教育出版 46 帝国書院 81 山川出版社 

１ 学習指導要領に示す目標

の達成のために工夫され

ていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○教科及び歴史的分野の目標に従い、 

内容及び内容の取扱いに示す事項を 

取り上げ、我が国の歴史の大きな流 

れを、世界の歴史を背景に、時代を 

大観させながら理解させる工夫をし 

ている。 

○各章ごとに「探究課題」と称した単 

元を貫く問いを設定し、各節のステ 

ップと相まって、何をどのように学 

べば良いかがわかりやすく書かれて 

いる。 

○二次元コードから Webコンテンツに 

アクセスできようになっており、そ 

の内容について二次元コードに簡単 

な説明を付けている。 

○教科及び歴史的分野の目標に従い、 

内容及び内容の取扱いに示す事項を 

取り上げ、我が国の歴史の大きな流 

れを、世界の歴史を背景に、各時代 

の特色を踏まえて理解させる工夫を 

している。 

○単元を貫く問いを設定し、各節、各 

小単元に問いもしくは学習課題を設 

定し、単元で何を学べば良いかが明 

確に示されている。 

○歴史的な見方･考え方の説明が詳し 

い。基礎・基本の確実な定着と自ら 

考察できる構成で、主体的に学習に 

取り組みやすくなっている。 

○教科及び歴史的分野の目標に従い、 

内容及び内容の取扱いに示す事項 

を取り上げ、我が国の歴史の大き 

な流れを、世界の歴史を背景に、 

各時代の特色を踏まえて理解させ 

る工夫をしている。 

○全体的なバランスがよく、単元を 

貫く問いとしての節ごとの問い、 

「学習課題」「確認しよう」「説明 

しよう」が小項目ごとに配置され、 

学習者に意識させるように配慮さ 

れている。 

○Webコンテンツが充実している。 

○「タイムトラベル」で各時代をイ 

メージしやすいような工夫をして 

いる。 

○教科及び歴史的分野の目標に従い、 

内容及び内容の取扱いに示す事項 

を取り上げ、我が国の歴史の大き 

な流れを、世界の歴史を背景に、 

各時代の特色を踏まえて理解させ 

る工夫をしている。 

○高等学校の学習につなげやすい構 

成になっている。各タイトルには 

導入における発問、各資料を活用 

した問い、そしてステップアップ 

課題が設定され、常に項目につい 

て考えさせるよう配慮されている。 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及

び技能の習得を図るための

配慮 

○スキルアップと称した、歴史学習に 

欠かせない基礎的・基本的な知識及 

び技能の習得ができるコーナーがあ 

る。 

○各項目に学習課題が設定されており、 

チェック内容とトライ内容とが連動 

して、学習者に何を学ばせるのかが 

明確である。細かな学習課題も織り 

交ぜられている。また各項目タイト 

ルには時代の内容を表した短文が掲 

載されている。 

○資料や写真が豊富であり、視覚的に 

基礎的･基本的な知識及び技能の習 

得がしやすい工夫がなされている。

○歴史学習の導入で、歴史の流れのま 

とめ方、時代区分などを説明すると 

ともに、小学校での既習事項につい 

て詳しく触れられている。 

○学習課題から確認に至るまで、何を 

どのように学習すれば良いか整理さ 

れている。 

○章末にまとめのコーナーがあり、基 

礎基本を押さえられるようになって 

いる。 

○学習のまとめと表現では歴史が苦手 

な生徒に配慮された丁寧な作りとな 

っている。 

○各章のはじめに「学習する時代の 

見通し」を持たせ、章末で見通し 

を振り返らせることで、生徒が何 

をどのように学べば良いかわかる 

ような配慮が施されている。 

○小単元ごとの「確認しよう」は本 

文をそのまま活用できる課題であ 

り、歴史が苦手な生徒に配慮して 

いる。 

○章末の学習事項の確認で、用語の 

確認･整理ができる。 

○歴史学習の導入で、歴史の流れの 

まとめ方、時代区分、年代の表し 

方を説明している。 

○カラー資料も豊富で、学習者が学 

習内容を理解しやすいように工夫 

されている。 

○比較的本文の分量が多めであるた 

め、豊富な文字情報から、より具 

体的で深い知識の習得を図ること 

ができる。 

○各時代の世界を大観させる地図を 

用いて、日本を含めた世界全体の 

歴史を意識させようとしている。

○歴史学習の導入で、時代区分の方 

法を、小学校での既習人物を例に 

まとめている。 

○単元末では記述式でまとめる問い 

を設定している。 

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○各章の始まりに探究課題、各節に探 

究のステップが設定されており、そ 

れに対して課題解決のための各問い 

が設けられているため、学習者が課 

題解決の道筋をつかみやすくなって 

いる。 

○章末には各節の振り返りとともに、 

「深めよう」のコーナーで自分の言 

葉で章の学習内容を表現することが 

できるよう工夫されている。 

○学習課題が小単元ごとに設定された 

り、表現の課題設定がされていたり 

するので、学習者が自分の言葉で学 

習内容を表現できるように配慮され 

ている。 

○章末に時代を大観する年表や地図を 

示すとともに、ワークシートによっ 

て自分の言葉で章を振り返られるよ 

うになっている。 

○資料から当時の様子をつかめるよう、 

工夫されている。 

○「タイムトラベル」で時代ごとの 

 一場面をイラストで提示しており、

これを各単元の導入として活用す 

ることで、その時代の様子を大観 

させるとともに、生徒が自由な発 

想で歴史について考えられるよう 

工夫がされている。 

○章末の「章の振り返り」で章を貫 

 く問いに対する自分の考えをまと 

めさせている。 

○各章の始まりに、学習内容のイン 

トロダクションが記されており、 

章の大まかな内容をつかむことが 

でき、それに基づいて各項目の問 

い、そして章末のまとめにつなげ、 

自分の言葉で章の内容を振り返る 

ことができる。 

○時折挿入されている各世紀の世界 

のコーナーでは、日本を世界の中 

の１つの国であることを学ばせよ 

うとしている。 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会（歴史） 種  類 ９種 ６ 枚中 ２ 枚 

 

採択基準 基本観点 
発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 17 教育出版 46 帝国書院 81 山川出版社 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○単元ごとに設定されている学習課題 
に対して、提示されている資料や問 
いを活用することで、課題に迫れる 
ようになっている。 

○特設ページ（もっと知りたい、資料 
から発見など）を活用することで、 
さらに深い学びを行うことができる 
ように工夫されている。 

○二次元コードを読み取ってデジタル 
コンテンツにもアクセスできる。 

○「歴史を探ろう」のコーナーで歴史 
的事象をさらに掘り下げた記述がさ 
れており、興味や関心に応じて深い 
学びができるようになっている。 

 

○特設ページやコラムが充実してお 
り、自らテーマに沿って学びを進 
める工夫がされている。 

○随所に掲載されている二次元コー 
ドを読み取ることで、学習内容に 
関連したホームページにアクセス 
できるようになっている。 

○章の導入で視覚的なアプローチを 
用いて興味関心を持たせる工夫を 
している。 

○ときおり挿入されているコラム 
（「地域からのアプローチ」「歴史 
へのアプローチ」「歴史を考えよ 
う」）では、多角的に歴史を考察 
するための内容が記されており、 
学習者がより深く歴史を学べるよ 
う工夫されている。内容について 
も、他社では扱わない人物や資料 
を積極的に扱っている。高等学校 
の内容を先取りしたものとなって 
いる。 

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○学習指導要領に示していない内容 
 については取り扱っていない。 

○学習指導要領に示していない内容 
 については取り扱っていない。 

○学習指導要領に示していない内容 
については取り扱っていない。 

○学習指導要領に示していない内容 
については取り扱っていない。 

(5) 他の教科等との関連 ○特設ページが三分野で共通して掲載 
されており、関連された学習が展開 
できるように工夫されている。 

○章の始めのコーナーには必ず小学校 
の社会で習った言葉を明記している。

○地理との関連付けも見られる。人権 
について関連する内容に配慮しなが 
ら、多角的に記述している。 

○特設ページの脚注部に、地理、公民 
との関連を示す「関連マーク」を付 
けて、学習の連携や振り返りを図る 
工夫がなされている。 

○巻末の歴史学習の終わりでは、現代 
社会の課題と自分自身の関わりを考 
察する学習課題が設定され、公民的 
分野への橋渡しが図られるよう構成 
されている。 

○小学校の既習内容との関連付けが丁 
寧にされている。 

○人権の視点について、関連する内容 
を丁寧に取り扱っている。 

○資料には小学校、もしくは地理や 
公民の学習内容と関連づけた資料 
であることを明示している。 

○「環境･エネルギー」や「人権・ 
多文化」などのコラムを充実させ 
ている。 

○章及び節単位に地図を配置し、地 
政学的に考察しやすくなっている。

○人権については関連する内容を積 
極的に取り扱うことで、多角的に 
記述している。 

○アプローチの項目では歴史を多角 
的に捉えている。文化的な項目が 
充実している。 

○掲載されている資料には、吹き出 
しが設けられ、問いが設定されて 
おり、その問いは現代社会につな 
がるような問いとなっていて、並 
行学習の地理的分野と、公民的分 
野を意識した学習展開が期待でき 
る。 

○人権の視点について関連する内容 
をわかりやすく取り扱っている。 

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○カラーユニバーサルデザインに対応 
し、ユニバーサルデザイン・フォン 
トを採用している。どの内容も見開 
き２ページで構成されている。 

○項目を象徴する短文で学習者の興味 
関心を誘っている。文献資料につい 
ては、写真とともに文字化した資料 
を併記して、より資料について学び 
やすいよう工夫している。 

○余白を適切に入れることで見やすい 
工夫がされている。 

○資料に国宝や世界遺産の表記がされ 
ている。 

○デジタル教材は、15種類の内容で 
382のコンテンツ、各ページの見開 
き導入部の定位置に配置し、二次元 
コードでつながるようにしている。 

○カラーユニバーサルデザインに対応 
し、ユニバーサルデザイン・フォン 
トを採用している。 

○資料や地図が豊富で、視覚的に学習 
できるように工夫されている。資料 
によっては、重要な部分を拡大する 
などしてわかりやすく表現している。

○デジタル教材は３種類の内容で 58の 
コンテンツ、各章の導入部にリンク、 
資料やコラムに動画、章末のまとめ 
にクイズを配置し、二次元コードで 
つながるようにしている。 

○カラーユニバーサルデザインに対 
応し、ユニバーサルデザイン・フ 
ォントを採用している。 

○基本的に見開き２ページを１つの 
単位として構成されており、巻頭 
にもその趣旨が明記されている。

○資料も豊富であり、視覚的に学習 
させようとしている。 

○細長い年表を配置し、どの時代を 
学習しているかがわかるようにな 
っている。 

○各時代の生活がより正確につかめ 
るように、模型の写真やイラスト 
などを積極的に活用して学習者が 
イメージしやすいように工夫して 
いる。 

○デジタル教材は 11種類の内容で 
391のコンテンツ、各章の導入部、 
各章のまとめ、各節の導入部など 
随所に配置し、二次元コードでつ 
ながるようにしている。 

○カラーユニバーサルデザインに対 
応し、ユニバーサルデザイン・フ 
ォントを採用している。 

○文章表記が中心で、より深く学び 
たい学習者にとって、効果的な内 
容となっている。 

○資料が適切に配置され、活用しや 
すいよう工夫されている。 

○具体的な資料からの学びは、別途 
掲載されているコラムを活用して 
さらに深い学びを行えるよう工夫 
している。 

○文献資料については、ところどこ 
ろ原文が併記されており、原文に 
触れる機会を設けている。デジタ 
ル教材は 35コンテンツ、「くわし 
く見てみよう」「聴いてみよう」 
「読んでみよう」など資料を活用 
して学習を深めるコンテンツを配 
置し、二次元コードでつながるよ 
うにしている。      



 

教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会（歴史） 種  類 ９種 ６ 枚中 ３ 枚 

 

採択基準 基本観点 
発行者名（番号・略号） 

116 日本文教出版 225 自由社 227 育鵬社 229 学び舎 

１ 学習指導要領に示す目標

の達成のために工夫され

ていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○教科及び歴史的分野の目標に従い、 

内容及び内容の取扱いに示す事項を 

取り上げ、我が国の歴史の大きな流 

れを、世界の歴史を背景に、各時代 

の特色を踏まえて理解させる工夫を 

している。 

○章（編）のはじめにどのような学習 

を行うのか、考えさせてから単元を 

貫く問いを設定している。 

○各項目に設定されている学習課題に 

対して歴史的な見方･考え方が明記 

されているので、より課題に迫りや 

すくなっている。 

○思考ツールを用いて自らの学びを調 

整する工夫がされている。 

○教科及び歴史的分野の目標に従い、 

内容及び内容の取扱いに示す事項を 

取り上げ、我が国の歴史の大きな流 

れを、世界の歴史を背景に、各時代 

の特色を踏まえて理解させる工夫を 

している。 

○年表を小単元ごとに配置し、学習内 

容と関連付けた表記となっている。 

○振り返りの構成がしっかりしており、 

調べ学習、復習問題、時代の象徴を 

考えるページ、対話とまとめ図など 

主体的に学習へ向かう工夫がされて 

いる。 

○教科及び歴史的分野の目標に従い、 

内容及び内容の取扱いに示す事項 

を取り上げ、我が国の歴史の大き 

な流れを、世界の歴史を背景に、 

各時代の特色を踏まえて理解させ 

る工夫をしている。 

○単元を貫く問いを設定するととも 

に、小単元ごとに学習課題を設定 

して、学習者が何をどのように学 

習すべきか示されている。 

○巻頭でも学び方について丁寧に解 

説されている。 

○歴史絵巻を用いることで、時代の

流れを大観できるようになってい

る。 

○教科及び歴史的分野の目標に従い、 

内容及び内容の取扱いに示す事項 

を取り上げ、我が国の歴史の大き 

な流れを、世界の歴史を背景に、 

各時代の特色を踏まえて理解させ 

る工夫をしている。 

○各時代に生きている人間がどのよ 

うに歴史を歩んできたかに重点を 

置いた教科用図書である。 

○各単元のタイトルの工夫や取り扱 

う人物の豊富さなど、主体的に学 

習に向かう構成がしっかりしてい 

る。 

○まとめでは自分の言葉で時代の特 

 色を表現することにより、時代を 

大観できる工夫がある。 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及

び技能の習得を図るための

配慮 

○単元を貫く問いに迫るための学習課 

題をどのような視点で考えていくの 

か、「時系列」「推移」「比較」「つな 

がり」の４つの視点が示されている。 

○「確認」のコーナーで重要な語句に 

ついて整理できる。見開きの右ペー 

ジに年表が掲載されており、学習内 

容の時代が全体のどのあたりなのか 

がわかるようになっている。 

○単元末で年表、マトリクスでまとめ 

る方法を示している 

○小単元ごとに学習課題が設定されて 

いる。 

○古代の様子については、イラストな 

どを多用して、当時の生活がよりイ 

メージできるようにしている。 

○復習のページが設けられており、基 

本的な学習内容の整理ができるよう 

になっている。 

○「時代の特徴を考える」のコーナー 

では、手本が掲載されているので、 

何をどのように書けば良いかわから 

ない学習者に配慮されている。 

○単元末では導入を振り返って関連付 

け、年表や図でまとめている。 

○単元を貫く問いが常に小単元に表 

記されている。 

○資料や写真が豊富で、学習者が歴 

史の流れと時代の移り変わりを視 

覚的に学べるように工夫されてい 

る。 

○年表が配置されており、学習して 

いる内容が歴史の流れの中のどの 

あたりなのかを意識できるように 

なっている。 

○各節の課題や掲載されている資料 

についての解説が詳細に記述され

ている。単元末で年表、地図、資

料を用いてまとめている。 

○見開き２ページで構成されている。

○章の始めに単元を貫く問いが 

設定され、章末にはそれに基づく 

振り返りのコーナーが設定されて 

いる。 

○各小単元に学習課題が設定されて 

 いる。 

○基礎的・基本的な知識、技能の習 

得のため、我が国の歴史に関わる 

世界の出来事を適切に取り扱って 

いる。 

 

 

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○各項目に学習課題が設定されており、 

どのような視点で学習を進めれば良 

いか明示されている。 

○各項目に表現のコーナーが設けられ 

ている。章末にはまとめと振り返り 

のコーナーがあり、「知識」「思考･ 

判断･表現」「主体的に学習に取り組 

む態度」の３つの観点に沿ったまと 

めをすることができる。 

○章末の時代の特徴を考えるコーナー 

では、時代ごとの特色を捉えるため 

の表にまとめ、自分の言葉で時代ご 

との特色をまとめる活動を通して、 

思考力・表現力・判断力の育成を図 

っている。 

○手本が掲載されているので、何をど 

のように書けば良いかわからない学 

習者に配慮されている。 

○調べ学習のページにおいても同様の 

配慮がされている。 

 

 

○探究の課題で、自分の言葉で小単 

元の学習内容を説明できるように 

なっている。 

○章末の学習のまとめで、歴史上の 

変化や比較について考えさせる構 

成となっている。 

○生徒の興味・関心を高めるために、 

各所に「歴史ビュー」が配置され 

ている。 

○章末の振り返りのコーナーでは、 

話し合いの課題や自分の言葉で説 

明する課題が設定されている。 

○資料や写真も豊富で、各時代の様 

子がより具体的に理解できるよう 

になっている。 

○各単元の学習のまとめでは、資料 

や図表を活用して各時代の特色や 

転機について捉えさせ、グループ 

で課題に取り組み、最後に自分で 

まとめる活動を設定し、思考力・ 

判断力・表現力の育成を図ろうと 

している。 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会（歴史） 種  類 ９種 ６ 枚中 ４ 枚 

 

採択基準 基本観点 
発行者名（番号・略号） 

116 日本文教出版 225 自由社 227 育鵬社 229 学び舎 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○「歴史を掘り下げる」のコラムでよ 

り深く学びを進めるための資料が提 

供されている。 

○章末のまとめと振り返りのコーナー 

では単なるまとめにとどまらず、学 

習者の創意工夫をこらして仕上げる 

ような課題が提示されている。 

○登場人物の設定により対話型学習の 

内容を作り出している。 

○「もっと知りたい」のコラムで、学 

習者がより深く学べるよう工夫がさ 

れており、特に日本についてより深 

く学べる工夫がされている。 

○歴史ズームインでは歴史をより深 

く学べるように工夫がされており、 

より日本人について考えるような 

教材となっている。 

○資料から学習者が当時の人々の生 

活をイメージしやすいように工夫 

されている。 

○地図が適切に配置されている。 

○小単元ごとにコラムが掲載されて 

おり、学習者がより深い学びをで 

きるようになっている。 

 

 

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○学習指導要領に示していない内容 

 については取り扱っていない。 

○学習指導要領に示していない内容 

については取り扱っていない。 

○学習指導要領に示していない内容

については取り扱っていない。 

○学習指導要領に示していない内容 

については取り扱っていない。 

(5) 他の教科等との関連 ○随所に小学校の既習事項、地理や公

民の関連性が明記されている。 

○本文ページの脚注の連携コーナーに

おいて、地理・公民の学習に関わる

事項を確認・活用できるようにして

いる。 

○地図を多用する中で、空間的な見方

から史実を的確に捉える能力を育成

しようとしている。 

○人権について関連内容の歴史的背景

を元に多角的に記述している。 

○地図・年表・写真・グラフ・図版な 

ど歴史に関わる様々な情報を収集し、 

読み取り、まとめる技能を身につけ 

させるなど、地理・公民学習につな 

がる工夫がなされている。 

○歴史学習の終わりに「学習のまとめ」 

のページがあり、現代の課題に結び 

つける工夫がある。 

○小学校で学んだ人物名を通して、既 

習内容を復習できるようになってい 

る。 

○人権について関連する内容を積極的 

に取り扱っている。 

○豊富な地図・資料・グラフが配置 

され、地理的分野・公民的分野と 

関連させる内容が多数ある。 

○本編内の 113のテーマには、生徒 

自身の疑問や問いにつながる工夫 

がなされている。 

○生徒が主体的に学ぶために、あえ 

て太字による記載がない工夫がな 

されている。 

○人権については、特徴的な内容を 

積極的に取り扱っている。 

○地図や資料、グラフが豊富に配置 

されており、地理的分野・公民的 

分野と関連させる内容が多数ある。

○歴史学習の終わりに「歴史を学ん 

で」のページがあり、現代社会の 

課題に結びつける工夫がある。 

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○カラーユニバーサルデザインに対応 

し、ユニバーサルデザイン・フォン 

トを採用している。 

○各編（時代区分）に色分けがされて 

おり、各時代区分のまとまりがわか 

りやすく構成されている。 

○見開きの右ページに細長い年表を配 

置し、学んでいる時代が長い歴史の 

中のどのあたりに位置しているかが 

明示されている。 

○地図や資料が豊富で、視覚的に学習 

できる工夫がされている。 

○表現の項目が毎時間設定されている 

ので、常に自分の言葉で振り返りを 

することができる。 

○デジタル教材は 12種類の内容で 437 

コンテンツ、各編や節の導入部やま 

とめに動画や章テストを配置し、二 

次元コードでつながるようにしてい 

る。 

○カラーユニバーサルデザインに対応 

し、ユニバーサルデザイン・フォン 

トを採用している。 

○資料や地図は比較的豊富である。 

○当時の生活について、学習者がより 

イメージしやすいように工夫されて 

いる。 

○教科書上の二次元コードでつながる 

ようなデジタル教材は配置していな 

い。 

○カラーユニバーサルデザインに対 

応し、ユニバーサルデザイン・フ 

ォントを採用している。 

○資料や地図が豊富である。 

○資料によってでは、製造方法など 

がイラストで説明されているの 

で、学習者がイメージしやすい。

○学習内容に関連する動画の閲覧や 

歴史、文化に関連する諸機関・団 

体のコンテンツからの情報収集が 

できるよう、各章の導入部に二次 

元コードを配置している。 

○カラーユニバーサルデザインに対 

応し、学年に応じた漢字表記や表 

現の工夫をしている。 

○人々の歴史を重視している。 

○イラストなどを多用して、より具 

体的に人々の生活をイメージしや 

すいように配慮されている。 

○第４章の振り返りと第８章の振り 

返り学習で、インターネットでの 

調べ学習について記載している。 

  



教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会（歴史） 種  類 ９種 ６ 枚中 ５ 枚 

 

採択基準 基本観点 
発行者名（番号・略号） 

236 令和書籍    

１ 学習指導要領に示す目標

の達成のために工夫され

ていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○教科及び歴史的分野の目標に従い、 

内容及び内容の取扱いに示す事項を 

取り上げ、我が国の歴史の大きな流 

れを、世界の歴史を背景に、各時代 

の特色を踏まえて理解させる工夫を 

している。 

○日本古来の文化、「古事記」「日本書 

紀」、歴代天皇についての記述が充 

実している。 

○巻末資料として文化資料を数多く掲 

載することで、生徒が興味・関心を 

持ちやすくしている。 

○縦書きで構成されており、政権担当 

者・出来事対照表など読み物教材と 

しても興味関心を持ちやすくなって 

いる。 

   

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及

び技能の習得を図るための

配慮 

○歴史学習の導入で、歴史の学び方や 

考え方を、本書の記述の意図を交え 

ながら丁寧に記述している。 

○小学校での既習事項、年代や時代の 

表し方、グループでの調べ学習など 

についても説明している。 

○重要語句が強調されているので、内 

容が整理しやすい。 

○歴史についての詳細な内容を学習で 

きるよう配慮されている。 

○近現代史についてはより丁寧に、紙 

幅を十二分に使って記述している。 

   

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○各項目の初めに「課題」が、その終 

わりに「考えよう」があり、常に生 

徒に思考をさせようとの意図がある。

○随所に文献資料を差し込んであり、 

資料に基づいた、科学的な思考を模 

索させようとしており、これらのこ 

とにより、思考力・判断力・表現力 

などの育成を図ろうとしている。 

   

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○資料から学習者が当時の人々の生活 

をイメージしやすいように工夫され 

ている。 

○地図も適切に配置されている。小単 

元ごとにコラムが掲載されており、 

学習者がより深い学びをできるよう 

になっている。 

   



教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会（歴史） 種  類 ９種 ６ 枚中 ６ 枚 

 

採択基準 基本観点 
発行者名（番号・略号） 

236 令和書籍    

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○学習指導要領に示していない内容に 

ついては取り扱っていない。 

   

(5) 他の教科等との関連 ○地図や資料、グラフが豊富に配置さ 

れており、地理的分野・公民的分野 

と関連させる内容が多数ある。 

○歴史学習の終わりに「歴史を学んで」 

のページがあり、現代社会の課題に 

結びつける工夫がある。 

   

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○「カラーユニバーサルデザインに対 

応し、学年に応じた漢字表記や表現 

の工夫をしている。人々の歴史を重 

視している。 

○イラストなどを多用して、より具体 

的に人々の生活をイメージしやすい 

ように配慮されている。 

○第４章の振り返りと第８章の振り返 

り学習で、インターネットでの調べ 

学習について記載している。 

   

  
 

 

 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会（公民） 種  類 ６種 ４ 枚中    １ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 17 教育出版 46 帝国書院 116 日本文教出版 

１ 学習指導要領に示す目標

の達成のために工夫され

ていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○教科及び公民的分野の目標に従い、 

内容を示す事項を示している。 

○単元の導入で題材とする絵がある。

○個人やグループで活動できる課題が  

設定されている。 

○毎回のまとめがトライとして用意さ 

れ、思考を深める工夫がされている。

○二次元コードでより詳細に学習する 

ことができる。 

○教科及び公民的分野の目標に従い、内容を示す事項を 

を示している。 

○各章の学習前に学習の見通しが記 

載されたページがある。 

○毎回のまとめに学習内容を振り返 

るためのツールが準備されている。

○見方・考え方が毎時間記載されて 

いる。 

○二次元コードでより詳細に学習す 

ることができる。 

○教科及び公民的分野の目標に従い、内容を示す事 

項を示している。 

○単元の導入で簡潔な記述と絵があ 

る。 

○各回の学習課題と各節の問いが見 

開きごとにある。 

○写真やイラストを使い、見方・考 

え方を問う資料がある。 

○二次元コードでより詳細に学習で 

きる工夫がある。 

○教科及び公民的分野の目標に従い、内容を示す事 

項を示している。 

○導入のマンガで生徒の興味を引く 

工夫がある。 

○各回の学習課題とそれに対する見 

方・考え方が記載されている。 

○単元のまとめとして学習内容を振 

り返るツールがある。 

○二次元コードでより詳細に学習で 

きる工夫がある。 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及

び技能の習得を図るための

配慮 

○イラストや写真、図版等を効果的に 

活用できている。 

○各章の冒頭に「導入の活動」、章末に 

「まとめの活動」を設定し、単元を 

通した知識及び技能の習得を図る工 

夫がされている。 

○イラストや写真、図版等を効果的 

に活用できている。 

○各章の冒頭に「学習のはじめに」、 

章末に「学習のまとめと表現」を 

設定し、単元を通した知識及び技 

能の習得を図る工夫がされている。 

○イラストや写真、図版等を効果的 

に活用できている。 

○各章の冒頭に「学習の前に」、章 

末に「学習を振り返ろう」を設定 

し、単元を通した知識及び技能の 

習得を図る工夫がされている。 

○イラストや写真、図版等を効果的 

に活用できている。 

○各章の冒頭に「学習の始めに」、章 

末に「学習の整理と活用」を設定 

し、単元を通した知識及び技能の 

習得を図る工夫がされている。 

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○各章・節ごとに学習課題が設定され 

ている。 

○各見開きごとの問いに対応した学習 

課題が設定されている。 

○章末では、図や思考ツールを用いて 

思考・判断・表現の課題が設定され 

ている。 

○各章・節ごとに学習課題が設定さ 

れている。 

○各見開きごとの問いに対応した学 

習課題が設定されている。 

○資料などを用いて見方・考え方を 

問う課題が設定されている。 

○章末では、図や思考ツールを用い 

て思考・判断・表現の課題が設定さ 

れている。 

○各章・節ごとに学習課題が設定さ 

れている。各見開きごとの問いに 

対応した学習課題が設定されてい 

る。 

○資料などを用いて見方・考え方を 

問う課題が設定されている。 

○章末では、図や思考ツールを用い 

て思考・判断・表現の課題が設定さ 

れている。 

○各章・節ごとに学習課題が設定さ 

れている。 

○各見開きごとの問いに対応した学 

習課題が設定されている。 

○章末では、図や思考ツールを用い 

て思考・判断・表現の課題が設定さ 

れている。 

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○生徒が主体的に学習できるように毎 

時間「学習課題」で示し、「みんな 

でチャレンジ」や「スキルアップ」 

のコーナーで活動場面を設けるなど、 

自ら課題を発見し、解決する能力を 

養うことができるよう工夫している。 

○１時間ごとには、授業の内容がわか 

る一言があり、その文章で生徒が本 

時の課題を考えることができるよう 

に工夫されている。 

○「もっと知りたい」によってより深 

い学習も期待できる。 

○各編の導入において、「導入の活動」 

を、章の最後に「まとめの活動」を 

設け、随所に「思考ツール」や「探 

求のステップ」で学習の段階を理解 

できるようにし、単元を貫く学習を 

行いやすくするよう、興味関心を高 

める工夫をしている。 

○生徒が主体的に学習できるように 

毎時間「学習課題」で示し、「公民 

の技」のコーナーで活動場面を設 

けるなど、自ら課題を発見し、解 

決する能力を養うことができるよ 

う工夫している。 

○「LOOK！」や「THINK！」と書かれ 

た資料解説や課題提示がされてお 

り、生徒が主体的に学習に取り組 

める工夫がされている。 

○各編の導入において、「学習のはじ 

めに」というコラムを設け、SDGs 

との関連を図れるようにするなど、 

学習の手助けとなり、興味関心を 

高めるよう工夫をしている。 

○生徒が主体的に学習できるように 

毎時間「学習課題」で示し、「アク 

ティブ公民」のコーナーで活動場 

面を設けるなど、自ら課題を発見 

し、解決する能力を養うことがで 

きるよう工夫している。「公民プラ 

ス」や「未来に向けて」のコラム 

も多くあり、生徒の興味を惹く工 

夫がなされている。 

○最後の単元が「課題探求学習」と 

なっており、自分でテーマを決め、 

課題について調べ、３年間のまと 

め活動が行えるようになっている。

○各章末には、「課題探求への準備」 

があり、単元をまとめるだけでな 

く、課題探求学習に向けてのテー 

マを考えることができるように工 

夫されている。 

○生徒が主体的に学習できるように 

毎時間「学習課題」で示し、「アク 

ティビティ」のコーナーで活動場 

面を設けるなど、自ら課題を発見 

し、解決する能力を養うことがで 

きるよう工夫している。 

○「明日に向かって」というコラム 

や「情報スキルアップ」「公民+α」 

などで今日の社会の課題について 

考える工夫がされている。 

○各章の導入において、「マンガ」を 

用い、章の最後に「チャレンジ公 

民」を設け、随所にシンキングツ 

ールでわかりやすく解説するなど、 

単元を貫く学習の手助けを行い、 

興味関心を高めるよう工夫してい 

る。 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会（公民） 種  類 ６種 ４ 枚中    ２ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 17 教育出版 46 帝国書院 116 日本文教出版 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切であるこ

と 

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○学習指導要領に示していない内容は 

取り扱っていない。 

 

○学習指導要領に示していない内容 

は取り扱っていない。 

 

○学習指導要領に示していない内容 

は取り扱っていない。 

 

○学習指導要領に示していない内容 

は取り扱っていない。 

 

(5) 他の教科等との関連 ○人権・平和・防災などの他分野、技 

術などの他教科に関連する資料が掲 

載されており、教科横断的な学習が 

できるように工夫されている。 

○SDGsに関連する情報も併せて掲載さ 

れている。課題を解決したり、追求 

したりする活動が扱われている。 

○小学校での既習事項や他分野、他 

教科に関連する資料が掲載され、 

SDGsに関連する情報も併せて掲載 

されているので、系統的・横断的 

な学習ができるように工夫されて 

いる。 

○課題を解決したり、追及したりす

る活動が扱われている。 

○小学校・地理・歴史・他教科との 

関連事項が適宜掲載されており、 

SDGsに関連する情報も併せて掲載 

されているので、系統的・横断的 

な学習ができるように工夫されて 

いる。 

○課題を解決したり、追及したりす 

る活動が扱われている。 

○小学校での既習事項や SDGsに関 

連する情報も併せて掲載されてお 

り、系統的な学習ができるように 

工夫されている。 

○進路学習（「職業について調べてみ 

よう」）に関連付けて、課題を解決 

したり、追及したりする活動が扱 

われている。 

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○AB判。カラーUD、UDフォントの使 

用により、視覚的な配慮や工夫があ 

る。 

○webワークシートやチェック＆トラ 

イなどの二次元コード、イラスト、 

写真、図版などの工夫が見られる。 

○AB判。カラーUD、UDフォントの 

使用により、視覚的な配慮や工夫 

がある。 

○「まなびリンク」という二次元コ 

ード、イラスト、写真、図版、語 

句クイズなどの工夫が見られる。 

○AB判。カラーUD、UDフォントの 

使用により、視覚的な配慮や工夫 

がある。 

○ワークシートなどの二次元コード、 

アクティブ公民、イラスト、写真、 

図版などの工夫が見られる。 

○AB判。カラーUD、UDフォントの 

使用により、視覚的な配慮や工夫 

がある。 

○小テストや動画などの二次元コー 

ド、まとめ用のポートフォリオ、 

イラスト、写真、図版などの工夫 

が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会（公民） 種  類 ６種 ４ 枚中    ３ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

225 自由社 227 育鵬社   

１ 学習指導要領に示す目

標の達成のために工夫さ

れていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○教科及び公民的分野の目標に従い、 

内容を示す事項を示している。 

○単元の導入として、学習内容につい 

ての問題提起がある。 

○各回の学習課題を解決するための重 

要語句が簡潔にまとめられている。 

○単元のまとめとして、学習内容を振 

り返るための工夫が見られる。 

○教科及び公民的分野の目標に従い、 

内容を示す事項を示している。 

○単元の導入として、資料を通して 

考える課題がある。 

○各回の学習課題と各節の問いが見 

開きごとに記載されている。 

○単元のまとめとして学習した語句 

をまとめ、発展的な課題も設定し 

ている。 

○二次元コードでより詳細に学習す 

ることができる。 

  

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及

び技能の習得を図るための

配慮 

○イラストや写真、図版等を効果的に 

活用できている。 

○各章の章末に「学習のまとめと発展」 

を設定し、単元を通した知識及び技 

能の習得を図る工夫がされている。 

 

○イラストや写真、図版等を効果的 

に活用できている。 

○各章の冒頭に「○○の入り口」、章 

末に「○○のこれから」を設定し、 

単元を通した知識及び技能の習得 

を図る工夫がされている。 

  

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○各見開きごとの問いに対応した学習 

課題が設定されている。 

○単元の最後に「ここがポイント」と 

示さており、授業でおさえるべきポ 

イントがまとめられている。 

○章末では、思考・判断・表現の課題 

が設定されている。 

 

○各章・節ごとに学習課題が設定さ 

れている。 

○各見開きごとの問いに対応した学 

習課題が設定されている。 

○資料活用や見方・考え方を問う問 

いが設定されている。 

○章末では、思考・判断・表現の課 

題が設定されている。 

  

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○生徒が主体的に学習できるように、 

「やってみよう」や「アクティブに 

深めよう」で学習課題を設定してい 

る。 

○「もっと知りたい」というコーナー 

を設け、興味・関心を高める工夫が 

ある。 

○生徒が主体的に学習できるように 

毎時間「学習課題」で示し、「学 

習を深めよう」のコーナーや「や 

ってみよう」のコーナーで活動場 

面を設けるなど、自ら課題を発見 

し、解決する能力を養うことがで 

きるよう工夫している。 

○各編の導入において、「○○の入り 

口」「○○のこれから」というコラ 

ムを設けるなど、学習の手助けと 

なり、興味関心を高めるよう工夫 

している。 

  

 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 社会（公民） 種  類 ６種 ４ 枚中    ４ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

225 自由社 227 育鵬社   

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切であるこ

と 

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○学習指導要領に示していない内容は 

取り扱っていない。 

○学習指導要領に示していない内容は 

取り扱っていない。 

 

  

(5) 他の教科等との関連 ○各章の中で、多くの人物を紹介し、 

歴史的分野の学習を振り返りながら 

学習できる。 

○巻末に「日本の伝統的工芸品」の資 

料があり、身近な地域との関連を意 

識させる工夫が見られる。 

○探求課題が適宜掲載されており、課 

題を解決したり、追及したりする活 

動が扱われている。 

○小学校での既習事項や他分野に関連 

する資料が掲載されており、SDGs 

に関連する情報も併せて掲載されて 

いるので、系統的・横断的な学習が 

できるように工夫されている。 

  

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○AB判。カラーUD、UDフォントの使 

用により、視覚的な配慮や工夫があ 

る。 

○解説が必要な用語について、各ペー 

ジの注記や巻末索引に取り上げ便宜 

を図っている。 

○AB判。カラーUD、UDフォントの使 

用により、視覚的な配慮や工夫があ 

る。 

○学習に役立つウェブサイトの二次元 

コード、イラスト、写真、図版、な 

どの工夫が見られる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 数学 種  類 ７種 ４ 枚中 １ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２  東京書籍 ４ 大日本図書 11 学校図書 17 教育出版 

１ 学習指導要領に示す目

標の達成のために工夫さ

れていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○二次元コードの活用による豊富なデ 

ジタルコンテンツが用意されている。 

○習熟度を選択しての演習問題が設定

されている。 

○生徒の実状に応じて主体的に内容や

学習の形態を選択できる。 

○自分の言葉で書く「ふり返りレポー

ト」を章末に設定している。 

○二次元コードの活用による豊富なデ

ジタルコンテンツが用意されてい

る。 

○習熟度を選択しての演習問題が設定

されている。 

○生徒の実状に応じて主体的に内容や

学習の形態を選択できる。 

○章末に数学の有効性に気付く質問 

「学びのふり返り」を設定している。 

○二次元コードの活用による豊富な

デジタルコンテンツが用意されて

いる。 

○習熟度を選択しての演習問題が設

定されている。 

○生徒の実状に応じて主体的に内容

や学習の形態を選択できる。 

○章末に「できるようになったこと」

「さらに学んでみたいこと」の振

り返りを設定している。 

 

○二次元コードの活用による豊富な

デジタルコンテンツが用意されて

いる。 

○習熟度を選択しての演習問題が設

定されている。 

○生徒の実状に応じて主体的に内容

や学習の形態を選択できる。 

○学びの振り返りができるよう、章

末に「学習のまとめ」を設定してい

る。 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及

び技能の習得を図るための

配慮 

○本文の問題では、必ず解けるように

なりたい問題についているマークや

「クイックチェック」など、学習内

容を細かな単位で確認でき、早期に

つまずきを解消できるようにしてい

る。 

○項末、章末の問題に加えて、巻末に

問題がある。また、二次元コードに

よる補充問題や理解を助けるコンテ

ンツがある。 

○本文の問題では、学習したことと同

じように取り組む「たしかめ」や適

用練習「Q」を補充する「プラス・

ワン」など、学習内容を細かな単位

で確認でき、早期につまずきを解消

できるようにしている。 

○項末、章末の問題に加えて、巻末に

問題がある。また、二次元コードに

よる補充問題や理解を助けるコンテ

ンツがある。 

○本文の問題では、例で考え方とし

て理解したことを習得できるよう

に適用問題や「やってみよう」な

ど、学習内容を細かな単位で確認

でき、早期につまずきを解消でき

るようにしている。 

○項末、章末の問題に加えて、巻末

に問題がある。また、二次元コー

ドによる補充問題や理解を助ける

コンテンツがある。 

 

○本文の問題では、例と問の間の類

似した問題「たしかめ」や「補充

問題」など、学習内容を細かな単

位で確認でき、早期につまずきを

解消できるようにしている。 

○項末、章末の問題に加えて、巻末

に問題がある。また、二次元コー

ドによる補充問題や理解を助ける

コンテンツがある。 

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○「深い学び」「大切にしたい見方・

考え方」「もっと数学をつなげよ

う」などで、調べたり、考えたりで

きるようにしている。 

○「考えてみよう」「説明してみよ

う」などで、自分の考えを整理した

り、他者と比較して考えたりできる

よう工夫している。 

 

○「活動」「学びにプラス」

「MATHFUL」などで、調べたり、考 

えたりできるようにしている。 

○「考えよう」「伝えよう」などで、 

自分の考えを整理したり、他者と比 

較して考えたりできるよう工夫して 

いる。 

○「数学的活動」「章のまとめの問 

題」「深めよう」などで、調べた

り、考えたりできるようにしてい

る。 

○「説明する力をつけよう」「表現

する力をつけよう」などで、自分

の考えを整理したり、他者と比較

して考えたりできるよう工夫して

いる。 

 

○「学んだことを活用しよう」「実力

アップ問題」「数学の広場」など

で、調べたり、考えたりできるよ

うにしている。 

○「みんなに説明しよう」などで、 

自分の考えを整理したり、他者と 

比較して考えたりできるよう工夫 

している。 

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○数学の学び方やノートの作り方・使

い方について説明するページが設け

ている。 

○各章の導入を統一し、身近な題材を

取り上げ、学習意欲を高める工夫を

している。 

○学習過程が可視化されており、見

通しを持って問題が解決できるよう

工夫している。 

○数学の学び方やノートの作り方・使

い方について説明するページが設け

ている。 

○各章の導入を統一し、身近な題材を 

取り上げ、学習意欲を高める工夫を 

している。 

○学習過程が可視化されており、見通

しを持って問題が解決できるよう工

夫している。 

○数学の学び方やノートの作り方・

使い方について説明するページが

設けている。 

○各章の導入を統一し、身近な題材 

を取り上げ、学習意欲を高める工 

夫をしている。 

○学習過程が可視化されており、見

通しを持って問題が解決できるよ

う工夫している。 

○数学の学び方やノートの作り方・

使い方について説明するページが

設けている。 

○各章の導入を統一し、身近な題材

を取り上げ、学習意欲を高める工

夫をしている。 

○学習過程が可視化されており、見

通しを持って問題が解決できるよ

う工夫している。 

 



 

教科用図書調査報告書 教科・種目名 数学 種  類 ７種 ４ 枚中 ２ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２  東京書籍 ４ 大日本図書 11 学校図書 17 教育出版 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○「発展」マークで、当該学年の学習

指導要領に示していない内容がわか

るように工夫している。 

 

○「発展」マークで、当該学年の学習

指導要領に示していない内容がわか

るように工夫している。 

○「発展」マークで、当該学年の学

習指導要領に示していない内容が

わかるように工夫している。 

○「発展」マークで、当該学年の学

習指導要領に示していない内容が

わかるように工夫している。 

(5) 他の教科等との関連 ○「数学のまど」「数学の自由研究」

などで、日常生活や他教科等と関連

する問題を示している。 

 

○「社会にリンク」「MATHFUL」など

で、日常生活や他教科等と関連する

問題を示している。 

○「数学のいざない」「さらなる数

学へ」などで、日常生活や他教科

等と関連する問題を示している。 

○「章のとびら」「数学の広場」な

どで、日常生活や他教科等と関連

する問題を示している。 

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○理解の助けや興味につながる図や写

真が使われている。 

○読みやすい位置で改行している。 

○UDフォントが使われている。 

○デジタルコンテンツが二次元コード 

で示されている。 

○理解の助けや興味につながる図や写

真が使われている。 

○重要な句は途中で改行しないように 

している。 

○UDフォントが使われている。 

○デジタルコンテンツが二次元コード

で示されている。 

 

○理解の助けや興味につながる図や

写真が使われている。 

○読みやすい位置で改行している。 

○UDフォントが使われている。 

○デジタルコンテンツが二次元コー

ドで示されている。 

○理解の助けや興味につながる図や 

写真が使われている。 

○読みやすい位置で改行している。 

○UDフォントが使われている。 

○デジタルコンテンツが二次元コー

ドで示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 数学 種  類 ７種 ４ 枚中 ３ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

61 啓林館 104 数研出版 116 日本文教出版  

１ 学習指導要領に示す目

標の達成のために工夫さ

れていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○二次元コードの活用による豊富なデ

ジタルコンテンツが用意されてい

る。 

○習熟度を選択しての演習問題が設定

されている。 

○生徒の実状に応じて主体的に内容や

学習の形態を選択できる。 

○章末の「あしあとのページ」では、

文章でまとめる振り返りを例文つき

で設定している。 

 

○二次元コードの活用による豊富なデ

ジタルコンテンツが用意されてい

る。 

○習熟度を選択しての演習問題が設定

されている。 

○生徒の実状に応じて主体的に内容や

学習の形態を選択できる。 

○章はじめの「ふりかえり」で、その

章の学びに関する既習事項を振り返

れる設定をしている。 

 

○二次元コードの活用による豊富な

デジタルコンテンツが用意されて

いる。 

○習熟度を選択しての演習問題が設

定されている。 

○生徒の実状に応じて主体的に内容

や学習の形態を選択できる。 

○巻末に「振り返りシート」を別紙

で設定している。 

 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及

び技能の習得を図るための

配慮 

○本文の問題では、学習内容がわかる 

タイトルがついている「例」や「例 

題」、「練習問題」など、学習内容を 

細かな単位で確認でき、早期につま 

ずきを解消できるようにしている。 

○項末、章末の問題に加えて、巻末に

問題がある。また、二次元コードに

よる補充問題や理解を助けるコンテ

ンツがある。 

○本文の問題では、基本的な知識・技

能の習得に向けて細かく設定された

「例」や「問」、「確認問題」など、

学習内容を細かな単位で確認でき、

早期につまずきを解消できるように

している。 

○項末、章末の問題に加えて、巻末に

問題がある。また、二次元コードに

よる補充問題や理解を助けるコンテ

ンツがある。 

 

○本文の問題では、細かなステップ

で展開している「例」や「基本の

問題」など、学習内容を細かな単

位で確認でき、早期につまずきを

解消できるようにしている。 

○項末、章末の問題に加えて、巻末

に問題がある。また、二次元コー

ドによる補充問題や理解を助ける

コンテンツがある。 

 

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○「学びを身につけよう」「力をつけ 

よう」「学びを生かそう」などで、

調べたり、考えたりできるようにし

ている。 

○「説明しよう」「話し合おう」「まと 

めよう」などで、自分の考えを整理 

したり、他者と比較して考えたりで 

きるよう工夫している。 

○「見つけよう」「やってみよう」「学

んだことを活用しよう」などで、調

べたり、考えたりできるようにして

いる。 

○「考えよう」や対話形式による学習

課題などで、自分の考えを整理した

り、他者と比較して考えたりできる

よう工夫している。 

○「とりくんでみよう」「活用の問

題」「数学研究室」などで、調べ

たり、考えたりできるようにして

いる。 

○「話し合おう」「説明できるかな？」 

などで、自分の考えを整理したり、 

他者と比較して考えたりできるよう 

工夫している。 

 

 

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○数学の学び方やノートの作り方・使 

い方について説明するページが設け 

ている。 

○各章の導入を統一し、身近な題材を 

取り上げ、学習意欲を高める工夫を 

している。 

○学習過程が可視化されており、見通 

しを持って問題が解決できるよう工 

夫している。 

 

 

○数学の学び方やノートの作り方・使

い方について説明するページが設け

ている。 

○各章の導入を統一し、身近な題材を

取り上げ、学習意欲を高める工夫を

している。 

○学習過程が可視化されており、見通

しを持って問題が解決できるよう工

夫している。 

○数学の学び方やノートの作り方・ 

使い方について説明するページが 

設けている。 

○各章の導入を統一し、身近な題材 

を取り上げ、学習意欲を高める工 

夫をしている。 

○学習過程が可視化されており、見 

通しを持って問題が解決できるよ 

う工夫している。 

 



 

教科用図書調査報告書 教科・種目名 数学 種  類 ７種 ４ 枚中 ４ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

61 啓林館 104 数研出版 116 日本文教出版  

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○「発展」マークで、当該学年の学習 

指導要領に示していない内容がわか 

るように工夫している。 

 

○「発展」マークで、当該学年の学習 

指導要領に示していない内容がわか

るように工夫している。 

○「発展」マークで、当該学年の学

習指導要領に示していない内容が

わかるように工夫している。 

 

(5) 他の教科等との関連 ○「学びをいかそう」「数学ライブラ

リー」などで、日常生活や他教科等

と関連する問題を示している。 

 

○「調べよう」「見つけよう」や「数

学旅行」などで、日常生活や他教科

等と関連する問題を示している。 

○「数学のたんけん」「数学マイト

ライ」などで、日常生活や他教科

等と関連する問題を示している。 

 

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○理解の助けや興味につながる図や写

真が使われている。 

○読みやすい位置で改行している。 

○UDフォントが使われている。 

○デジタルコンテンツが二次元コード

で示されている。 

○教科書の軽量化が図られている。 

 

○理解の助けや興味につながる図や写

真が使われている。 

○読みやすい位置で改行している。 

○UDフォントが使われている。 

○デジタルコンテンツが二次元コード

で示されている。 

○理解の助けや興味につながる図や

写真が使われている。 

○読みやすい位置で改行している。 

○UDフォントが使われている。 

○デジタルコンテンツが二次元コー

ドで示されている。 

 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 理科 種  類 ５種 ４ 枚中 １ 枚 

 

採択基準 基本観点 
発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 11 学校図書 17 教育出版 61 啓林館 

１ 学習指導要領に示す

目標の達成のために工

夫されていること 

(1) 全体としての特徴や

創意工夫 

○「エネルギー」「粒子」「生 
命」「地球」の領域の内容を 
バランスよく構成している。 

○実生活や実社会と関連付け 
 た内容が充実しており、興 
味・関心を高める工夫をし 
ている。 

○学習内容を通して、勤労観 
や職業観が育まれるよう十 
分配慮している。 

○二次元コードによって、実 
験や学習をサポートする動 
画やシミュレーションがあ 
り、学習内容の定着の補助 
として活用できる。 

○各学年巻頭で、実際の紙面 
を例に共通する項目の配置 
や目印を説明し、巻末ほか 
で探究的な学びとの関連を 
詳細に解説している。 

○観察や実験等における安全 
面での内容の検討がされて 
おり、アイコン等を活用し 
て安全や環境に対して配慮 
している。 

○ダイナミックな写真を使用 
し、科学的な興味関心を引 
き出す工夫をしている。 

○「エネルギー」「粒子」「生 
命」「地球」の領域の内容を 
バランスよく構成してい 
る。 

○実生活や実社会と関連付け 
た内容が多く充実しており、 
興味・関心を高める工夫を 
している。 

○学習内容を通して、勤労観 
や職業観が育まれるよう配 
慮している。 

○二次元コードによって、実 
験や学習をサポートする動 
画が活用できる。 

○各学年巻頭で、実際の紙面 
を例に共通する項目の配置 
や目印を説明し、巻末ほか 
で探究的な学びとの関連を 
詳細に解説している。 

○観察や実験等における安全 
面での内容の検討がされて 
おり、文章を活用して安全 
や環境に対して配慮してい 
る。 

○鮮明な写真を使用し、科学 
的な興味関心を引き出す工 
夫をしている。 

 

○「エネルギー」「粒子」「生 
命」「地球」の領域の内容を 
バランスよく構成している。 
（巻末の「補充資料」にも 
記載」） 

○実生活や実社会と関連付け 
た内容が充実しており、興 
味・関心を高める工夫をし 
ている。 

○学習内容を通して、勤労観 
や職業観が育まれるよう配 
慮している。 

○全ての教科書紙面がウェブ 
サイトに再構成され「ミラ 
イ教科書」に、二次元コー 
ドからアクセスできる。 

○各学年巻頭で、実際の紙面 
を例に共通する項目の配置 
や目印を説明し、巻末ほか 
で探究的な学びとの関連を 
詳細に解説している。 

○観察や実験等における安全 
面での内容の検討がされて 
おり、文章を活用して安全 
や環境に対して配慮してい 
る。 

○写真は資料性が高く、鮮明 
なものが選択され、興味関 
心を高められるよう配慮し 
ている。 

○「エネルギー」「粒子」「生 
命」「地球」の領域の内容を 
バランスよく構成している。 

○実生活や実社会と関連付け 
た内容が充実しており、興 
味・関心を高める工夫をし 
ている。 

○学習内容を通して、勤労観 
や職業観が育まれるよう配 
慮している。 

○二次元コードによって、実 
験や学習をサポートする動 
画やシミュレーションがあ 
り学習内容の定着の補助と 
して活用できる。 

○各学年巻頭で、共通する項 
目の配置や目印を説明し、 
巻末ほかで探究的な学びと 
の関連を解説している。 

○観察や実験等における安全 
面での内容の検討がされて 
おり、アイコン等を活用し 
て安全や環境に対して配慮 
している。 

○写真は資料性が高く、鮮明 
なものが選択され、興味関 
心を高められるよう配慮し 
ている。 

 

○「エネルギー」「粒子」「生 
命」「地球」の領域の内容を 
バランスよく構成している。 

○実生活や実社会と関連付け 
た内容が充実しており、興 
味・関心を高める工夫をし 
ている。 

○学習内容を通して、勤労観 
や職業観が育まれるよう配 
慮している。 

○二次元コードによって、実 
験や学習をサポートする動 
画やシミュレーションが多 
くあり、学習内容の定着の 
補助として活用できる。 

○各学年巻頭で、実際の紙面 
を例に共通する項目の配置 
や目印を説明し、巻末ほか 
で探究的な学びとの関連を 
詳細に解説している。 

（解説を補助するシート有り） 
○観察や実験等における安全 
面での内容の検討がされて 
おり、アイコン等を活用し 
て安全や環境に対して配慮 
している。 

○本文記述とダイナミックな 
図や写真の両立が図られて 
おり、学習効果を高める工 
夫をしている。 

２ 内容や構成が学習指

導を進める上で適切で

あること 

(1) 基礎的・基本的な知

識及び技能の習得を図

るための配慮 

○各単元の冒頭や随所に既習 
事項を示している。 

○実験・観察を説明する場面 
でそのポイントを簡潔に示 
し、巻末で基本的な実験操 
作をまとめて記載している。 

○章末に用語の確認があり、 
単元末に「学習内容の整 
理」と「確かめ問題」、「活 
用問題」を掲載している。 

○基礎・基本をスモールステ 
ップで習得できるように工 
夫している。教科書見開き 
が１時間の構成になってい 
るので、見通しが立てやす 
い。 

 

○各単元の冒頭や随所に既習
事項を示している。 

○実験・観察を説明する場面
でそのポイントを簡潔に示
し、巻末で基本的な実験操
作をまとめて記載してい
る。 

○章末の「章末問題」で学習
内容を振り返り、単元末に
「まとめ」と「単元末問
題」を掲載している。計算
問題は、章の途中に例題を
示している。 

○基礎・基本をスモールステ 
ップで習得できるように工 
夫している。 

 

○各単元の冒頭や随所に既習 
事項を示している。 

○単元の初めに必要な実験技 
能の目標を示し、巻末で基 
本的な実験操作をまとめて 
記載している。 

○単元末の「学習のまとめ」 
（用語を覚える、基本問題 
に慣れる）で学習内容を振 
り返ることができるように 
している。巻末に計算問題 
の例題、読解力強化問題、 
入試問題等を掲載している。 

○基礎・基本をスモールステ 
ップで習得できるように工 
夫している。すべてのペー 
ジがウェブページになって 
いる。 

 

○各単元の冒頭や随所に既習 
事項を示している。 

○実験・観察を説明する場面 
でそのポイントを簡潔に示 
し、巻末で基礎技能の一覧 
を示している。 

○学習を小単元ごとの「要点 
をチェック」、単元末の「要 
点と重要用語の整理」「基本 
問題」「活用問題」、巻末の 
「学年末総合問題」の５段 
階のステップに分け、定着 
を図っている。 

○基礎・基本をスモールステ 
ップで習得できるように工 
夫している。 

 

○各単元の冒頭や随所に既習 
事項を示している。 

○実験・観察を説明する場面 
でそのポイントを簡潔に示 
し、特定の実験については 
使う技能について紹介して 
いる。 

○章末で用語や考え方を振り 
返り、単元末に「学習のま 
とめ」、「力だめし」を掲載 
しており、二次元コードに 
よる繰り返し学習や動画問 
題も掲載している。 

○基礎・基本をスモールステ 
ップで習得できるように工 
夫している。教科書の構成 
が把握→追究→解決の順に 
作られることで基礎・基本 
を丁寧に習得できる。 
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２ 内容や構成が学習指

導を進める上で適切で

あること 

 

(2) 思考力・判断力・表

現力等の育成を図るた

めの配慮 

○導入や本編内において、生 
 徒の興味・関心を高める工 
夫や生徒自らが自然の規則 
性を見出せる工夫が凝らさ 
れている。 

○実験、観察については、一 
 連の学習の流れで構成され 
ており、思考力・判断力・ 
表現力の育成が図れる工夫 
がされている。 

○視線の移動が少なく、流れ 
 が分かりやすいレイアウト 
になっている。 

○各単元に 1つ程度「じっく 
 り探究」の節が設置されて 
おり、深い学びにつながる 
ように工夫されている。 

○単元末の問題等において学 
 習したことを活用すること 
で思考力・判断力・表現力 
の育成を図れるよう配慮さ 
れている。 

○探究の過程に直結した活動 
（問題発見レッツスタート、 
仮説、分析・解釈、検討・ 
改善など）を配置すること
で、思考力・判断力・表現 
力が自然に育成できるように
なっている。 

○各節の後半で探求の振り返 
りができるよう学習活動を 
指示する項目が設置されて 
いる。 

○導入や巻末において、生徒 
自らが課題を見出せる工夫 
や生徒自らが探究の題材を 
見つけられる工夫が凝らさ 
れている。 

○実験、観察については、一 
連の学習の流れで構成され 
ており、思考力・判断力・ 
表現力の育成が図れる工夫 
がされている。結果の例が 
あり、考察（思考、判断、 
表現）するポイントが分か 
りやすくなっている。 

○各単元に「探究活動」の節 
が設置されており、その単 
元で学習したことを活用で 
きる。 

○単元末の問題等において学 
習したことを活用すること 
で思考力・判断力・表現力 
の育成を図れるよう配慮さ 
れている。 

○それぞれの探究の過程の中 
で、「比較する」「関係づけ 
る」「条件を整備する」など 
の見方・考え方をはたらか 
せながら、学習を進められ 
るようにしている。 

○導入や本編内において、生 
徒自らが課題を見出せる工 
夫や生徒の興味・関心を高 
める工夫が凝らされている。 

○実験、観察については、一 
連の学習の流れで構成され 
ており、思考力・判断力・ 
表現力の育成が図れる工夫 
がされている。実験や観察 
が見開きページに示される 
など、とても見やすい構成 
になっている。 

○各単元に 1つ程度「理路整 
然」が設置されており、深 
い学びにつながるように工 
夫されている。 

○単元末の問題等において学 
習したことを活用すること 
で思考力・判断力・表現力 
の育成を図れるよう配慮さ 
れている。 

○すべての授業時間に対応し 
た「この時間の課題」と 
「まとめ」が提示され、教 
科書下部に「この時間の見 
方」「考え方」の例が掲載さ 
れている。 

 

○導入や本編内において、生 
徒自らが課題を見出せる工 
夫や生徒の興味・関心を高 
める工夫が凝らされている。 

○実験、観察については、一 
連の学習の流れで構成され 
ており、思考力・判断力・ 
表現力の育成が図れる工夫 
がされている。実験や観察 
をする際に二次元コードを 
読み取ることで、参考にさ 
せている。 

○各単元に 1つ程度「疑問か 
ら探究してみよう」が設置 
されており、探究活動を無 
理なく取り組める。 

○単元末の問題等において学 
習したことを活用すること 
で思考力・判断力・表現力 
の育成を図れるよう配慮さ 
れている。 

○生徒が働かせる見方につい 
ては、様々な視点をそれぞ 
れの領域で適切に取り上げ 
て表現し、考え方について 
は比較、関係付けなどを探 
究の過程の中で適切に用い 
て表現している。 

 
 

○本編内において、生徒の探 
究意欲を高める工夫や生徒 
の興味・関心を高める工夫 
が凝らされている。 

○実験、観察については、一 
連の学習の流れで構成され 
ており、思考力・判断力・ 
表現力の育成が図れる工夫 
がされている。実験や観察 
が見開きページに示される 
など、とても見やすい構成 
になっている。 

○各単元に１つ「探 Q実験」 
が設置されており、生徒自 
身の思考力、判断力、表現 
力の育成ができる。 

○単元末の問題等において学 
習したことを活用すること 
で思考力・判断力・表現力 
の育成を図れるよう配慮さ 
れている。 

○様々な視点の問題が設置さ 
れている。 

○適所に配置されたキャラク 
ターの発言などで、理科の 
見方・考え方をはたらかせ 
た思考や表現の例が示され、 
生徒が自発的に見方・考え 
方を働かせることができる 
よう配慮されている。 

○実験・観察の後述や巻末に 
 課題解決的な学びのための 
振り返りの観点とその例を 
示す項目が設定されている。 

(3) 生徒が主体的・対話

的に学習に取り組むこ

とができる配慮 

○８段階の探究的な学習の流 
れが具体例とともに示して 
あり、見通しを持って学習 
に取り組めるよう工夫して 
いる。 

○各節の導入に「問題発見」 
レッツスタート!が設けられ 
生徒自ら疑問や目的意識を 
もって主体的に学習を進め 
られる場面を提示してい 
る。 

○「Before & After」とその 
ワークシートで、自らの学 
びを振り返ることができる。 

 
 

○４段階の探究の過程に沿っ 
た学習を意識的に進められ 
るようにマークが設けられ、 
見通しを持って学習に取り 
組めるよう工夫している。 

○「問題をみつけよう」など 
を通して主体的に学習を進 
められる場面を提示してい
る。 

○探究活動の「振り返ろう」 
の項目で振り返る内容が示
されている。 

○対話的な学習の場面を設け 
るとともに適宜キャラクタ 
ーと吹き出しを用いた対話 
の具体例を記載している。 

○10段階の探究の進め方が各 
学年の巻頭に示されており、 
見通しを持って学習に取り 
組めるよう工夫している。 

○探究活動の導入「気づき」 
で、身近な現象、図板、キ 
ャラクターの会話など、主 
体的に探究が進められる場 
面を提示している。 

○単元はじめの「学びのあし 
あと」で学習前後の記述を 
通して自己の成長を認識す 
る工夫がされている。 

 
 
 

○７段階の探究の過程が各学 
年の巻頭に示されており、 
見通しを持って学習に取り 
組めるよう工夫している。 

○「疑問を見つける」などを 
通して生徒一人一人が考え 
をもち主体的に学習を進め 
られる場面を提示している。 

○「学習前の私」「学習後の私」 
で生徒自身の変容を認識さ 
せる場面が設定されている。 

○対話的な学習の場面を設け 
るとともに適宜キャラクタ 
ーと吹き出しを用いた対話 
の具体例を記載している。 

 

○８段階の探究の過程が各学 
年の巻頭のガイダンスペー 
ジに示されており、見通し 
を持って学習に取り組める 
よう工夫している。 

○「探 Q実験」「探 Qシート」 
で他者の意見を参考に自分 
の考えの妥当性を検討する 
場面など、主体的に学習を 
進められる場面を提示して 
いる。 

○実験・観察ごとに「探究の 
振り返り」の内容が示され 
ており、二次元コードのコ 
ンテンツとして「ふり返り 
シート」がある。 
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 (3) 生徒が主体的・対話 

的に学習に取り組むこ 

とができる配慮 

○対話的な学習の場面を設け 
るとともに適宜キャラクタ 
ーと吹き出しを用いた対話 
の具体例を記載している。 

○「議論のしかた」について 
の記載がある。 

○単元や章の最初と最後で同じ 
問いを考えさせ、学ぶ前と後 
でどのように考えが変容した 
かがわかる工夫をしている。 

○「話し合いのしかた」につ 
いての記載がある。 

○対話的な学習の場面を設け 
るとともに適宜キャラクタ 
ーと吹き出しを用いた対話 
の具体例を記載している。 

○対話の重要性が示されてい 
る。 

○対話的な学習の場面を設け 
るとともに適宜キャラクタ 
ーと吹き出しを用いた対話 
の具体例を記載している。 

○単元や章の最初と最後で同じ 
問いを考えさせ、学ぶ前と後 
でどのように考えが変容した 
かがわかる工夫をしている。 

○対話的な学習の場面を設け 
るとともに適宜キャラクタ 
ーと吹き出しを用いた対話 
の具体例が記載され、話し 
合いの方法が示されている。 

○単元や章の最初と最後で同 
 じ問いを考えさせ、学ぶ前 
と後でどのように考えが変 
容したかがわかる工夫をし 
ている。 

２ 内容や構成が学習指 

導を進める上で適切で 

あること 

(4) 学習指導要領に示し

ていない内容の取扱い 

○「発展」などと明記した形式 
で各単元内や単元末に上位学 
年や高校の表記とともに囲み 
で必修の内容と区別して掲載 
している。 

○今日的な課題については、３ 
年の最終単元で集中的に取り 
扱っている。 

○巻末に自由研究のテーマ例が 
示されており、学習が深めら 
れるよう工夫されている。 

○各学年で「防災特集」の項目 
を設け、自然災害などに関す 
る内容を取り扱っている。 

○SDGs（持続可能な開発目標）・ 
エネルギー教育、ESD（持続 
可能な開発のための教育）、 
環境教育、STEAM教育への配 
慮をしている。 
 

○「発展」と明記した形式で各 
単元内に上位学年や高校での 
科目名とともに本文と明確に 
区別できるデザインで掲載し 
ている。 

○今日的な課題については、３ 
年の最終単元で集中的に取り 
扱っている。 

○巻末に自由研究のテーマ例が 
示されており、学習が深めら 
れるよう工夫されている。 

○専門家の監修を受けた自然災 
害から身を守る方法や安全に 
関する記述を掲載し、自然災 
害などに関する内容を取り扱 
っている。 

○SDGs（持続可能な開発目標）・ 
エネルギー教育、ESD（持続 
可能な開発のための教育）、 
環境教育、STEAM教育への配 
慮をしている。 

 

○「発展」と明記した形式で巻 
末資料に掲載している。 

○今日的な課題については、３ 
年の最終単元で集中的に取り 
扱っている。 

○巻末に自由研究のテーマ例で 
はなく資料としてさまざまな 
トピックが示されており、学 
習が深められるよう工夫され 
ている。 

○SDGs（持続可能な開発目標）・ 
エネルギー教育、ESD（持続 
可能な開発のための教育）、 
環境教育への配慮をしている。 

 

○「発展」などと明記した形 
式で各単元内や単元末に上 
位学年や高校での科目名と 
ともに示され、本文と区別 
して掲載している。 

○今日的な課題については、 
３年の最終単元で集中的に 
取り扱っている。 

○巻末に自由研究のテーマ例 
ではなく資料としてさまざ 
まなトピックが示されてお 
り、学習が深められるよう 
工夫されている。 

○自然災害と防災・減災を学 
ぶ章を設け、自然災害に関 
する内容を取り扱っている 

○SDGs（持続可能な開発目標）・ 
エネルギー教育、ESD（持続 
可能な開発のための教育）、 
環境教育への配慮をしている 
 

○「発展」と明記した形式で 
各単元内に上位学年や高校 
での科目名とともに掲載し 
ている。 

○今日的な課題については、 
３年の最終単元で集中的に 
取り扱っている。 

○巻末に自由研究のテーマ例 
ではなく資料としてさまざ 
まなトピックが示されてお 
り、学習が深められるよう 
工夫されている。 

○災害から得た知識を未来に 
活かす「未来指向型の防災・ 
減災教育」の考えに沿って 
全体が記載されており、自 
然災害に関す内容を取り扱 
っている。 

○SDGs（持続可能な開発目標）・ 
エネルギー教育、ESD（持続 
可能な開発のための教育）、 
環境教育、STEAM教育への配 
慮をしている。 

(5) 他の教科等との関連 ○他教科との関連を示すマーク 
などを使用し、関連を図った 
指導ができるように配慮して 
いる。 

○他教科の紙面や内容を確認で 
きる二次元コードコンテンツ 
を多く掲載している。 

○生命尊重や自然環境保全など 
特別の教科道徳と関連がある 
内容を取り扱っている。 
 

○他教科との関連を示すマーク 
などを使用し、関連を図った 
指導ができるように配慮して 
いる。 

○生命尊重や自然環境保全など 
特別の教科道徳と関連がある 
内容を取り扱っている。 

○他教科との関連を示すマーク 
などを使用し、関連を図った 
指導ができるように配慮して 
いる。 

○生命尊重や自然環境保全など 
特別の教科道徳と関連がある 
内容を取り扱っている。 

○他教科との関連を示すマーク 
などを使用し、関連を図った 
指導ができるように配慮して 
いる。 

○算数・数学については巻末資 
料で掲載している。 

○生命尊重や自然環境保全など 
特別の教科道徳と関連がある 
内容を取り扱っている。 

 

○他教科との関連を示すマー 
クなどを使用し、関連を図 
った指導ができるように配 
慮している。 

○算数・数学については例題 
を示し、解説を掲載してい 
る。 

○生命尊重や自然環境保全な 
ど特別の教科道徳と関連が 
ある内容を取り扱っている。 

 

 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 理科 種  類 ５種 ４ 枚中 ４ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 11 学校図書 17 教育出版 61 啓林館 

３ 使用上の便宜が工夫 

されていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○配色、フォント、レイアウト
などユニバーサルデザイン化
に向けた工夫を行っている。 

○発達段階や学年移行を考慮し、 
文字の大きさを変更している。 

○アイコンやマーク等を活用し 
て視覚的に理解が深められる 
ように配慮している。 

○全学年の巻末に資料があり、 
２年の巻末にはペーパークラ 
フトもある。 

○見やすさと読みやすさを考慮 
して、AB判サイズが採用され 
広げやすい構造になっている。 

 

○配色、フォント、レイアウト
などユニバーサルデザイン化
に向けた工夫を行っている。 

○発達段階や学年移行を考慮し、 
文字の大きさを変更している。 

○アイコンやマーク等を活用し 
て視覚的に理解が深められる 
ように配慮している。 

○全学年の巻末に資料がある。 
○上質かつ軽量、規格内で最上 
の堅牢さを持つ用紙を使用し 
ており、広げやすい構造にな 
っている。 

○文章表現・用語や表記が適切 
である。 

○資料や図表の表現、紙面の読 
みやすさについて特色を出し 
ている。 

 

○配色、フォント、レイアウト
などユニバーサルデザイン化
に向けた工夫を行っている。 

○発達段階や学年移行を考慮し、 
文字の大きさを変更している 

○アイコンやマーク等を活用し 
て視覚的に理解が深められる 
ように配慮している。 

○全学年の巻末に資料がある。 
○見やすさと読みやすさを考慮 
して、AB判サイズが採用され、 
広げやすい構造になっている。 

○教科書に太字で明記されてい 
るものに加えて、教科書右上 
などに課題・まとめが端的に 
示されている。 

 

○配色、フォント、レイアウト
などユニバーサルデザイン化
に向けた工夫を行っている。 

○発達段階や学年移行を考慮
し、文字の大きさを変更して
いる。 

○アイコンやマーク等を活用し
て視覚的に理解が深められる
ように配慮している。 

○全学年の巻末に資料がある。 
○上質かつ軽量さを持つ用紙を 
使用している。開きやすい構 
造になっている。 

○項目がページごとに集約され
ているところが見やすい。 

○配色、フォント、レイアウト
などユニバーサルデザイン化
に向けた工夫を行っている。 

○発達段階や学年移行を考慮 
し、文字の大きさを変更して 
いる。 

○アイコンやマーク等を活用し 
て視覚的に理解が深められる 
ように配慮している。 

○全学年の巻末に資料と「探 Q 
シート」４枚がある。 

○目に優しく読みやすい紙面、 
広げやすく、書き込みやすい 
紙面が採用されている。 

○科学コラム（部活ラボ・お料 
理ラボ・お仕事ラボ・防災ラ 
ボ）等の記載があり、身の回 
りの現象と理科とをうまく重 
ね合わせて説明している。 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 音楽・器楽 種  類 ２種 ３ 枚中 １ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

17 教育出版 27 教育芸術社 17 教育出版(器楽) 27 教育芸術社(器楽) 

１ 学習指導要領に示す目

標の達成のために工夫さ

れていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○学習指導要領の示す音楽科の目標に 
従い、生活や社会の中の音や音楽、 
音楽文化と豊かに関わる資質・能力 
を育むことを基本に題材構成を工夫 
し、題材のねらいを明確に示してい 
る。 

○学習 MAPには、「歌唱」「鑑賞」「創
作」に分類し資質・能力の三つの柱
と、題材目標、教材、共通項目を軸
とした学習の進め方を関連付けて示
している。 

○共通教材を「日本の歌みんなの歌」 
と示している。 

 

○学習指導要領の示す音楽科の目標に 
従い、生活や社会の中の音や音楽、 
音楽文化と豊かに関わる資質・能力 
を育むことを基本に題材構成を工夫 
し、題材のねらいを明確に示してい 
る。 

○学びの地図として、「歌唱」「鑑賞」 
「創作」に分類し資質・能力の三つ 
の柱と、題材目標、教材、共通項 
目、身に付けられる学力を関連付け 
て示している。 

○共通教材を「心の歌」のロゴで印し 
これからも歌い継いでいきたい歌と 
して示している。 

○学習指導要領の示す音楽科の目標 
に従い、生活や社会の中の音や音 
楽、音楽文化と豊かに関わる資質
・能力を育むことを基本に題材構
成を工夫し、器楽活動を通して、
技能や表現など、題材のねらいを
明確に示している。 

○器楽教材と共に、歌唱教材、鑑賞 
教材、創作教材を記載し、表現と 
鑑賞の関連を図り、名曲旋律集は 
鑑賞教材と関連させて主旋律を抜 
粋し、名曲に親しむ工夫をしてい 
る。 

○様々な楽器の共通性と固有性を重 
視して構成している。 

○学習指導要領の示す音楽科の目標 
に従い、生活や社会の中の音や音 
楽、音楽文化と豊かに関わる資質 
・能力を育むことを基本に題材構 
成を工夫し、器楽活動を通して、 
技能や表現など、題材のねらいを 
明確に示している。 

○器楽教材と共に、歌唱教材、鑑賞 
教材、創作教材も記載し、表現と 
鑑賞の関連を図り、アンサンブル 
で「春」や「ブルタバ」などの鑑 
賞教材を扱い、名曲に親しむ工夫 
をしている。 

○楽器演奏が生活や社会、文化に与 
える意味や価値を重視して構成し 
ている。 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及

び技能の習得を図るための

配慮 

○楽典を右ページ下に統一して記載 
し、音楽記号や音楽用語が反復でき 
るよう矢印マークやページを記して 
いる。 

○「音のスケッチ」で音楽創作の課題 
を示し「リズムの組み合わせ」や 
「平調子の特徴」などの条件設定及 
び創作の筋道を工夫して記載してい 
る。 

○「Sing! Sing!」や「Active!」、 
「Let’s Try!」で、発声、演奏形 
態、指揮法、音階などの技能の習  
得ができるよう工夫している。 

○「学習 MAP」「学習の進め方」「どん 
な特徴があるかな？」「楽典」で、 
キャラクターの吹き出しを用いて 
振り返れるよう工夫している。 

○楽典を右ページ上に統一して記載 
し、音楽記号や音楽用語が反復でき
るようにページを記している。 

○着目する音楽を形づくっている要素 
を左下に記載している。 

○「My Melody」「Let's Create!」で 
音楽創作の課題及び道筋を示し、基
礎的・基本的な知識及び技能の習得
ができるよう工夫している。 

○「学びのコンパス」で発声や音楽表 
現について考えたり、指揮法、生活
や社会の中の音楽などとの関連を考
えたりする工夫をしている。 

○曲想と音楽の構造など、関わりに気 
づき理解を促すため、キャラクター
の吹き出しを用いて学習目標や活動
と結び付けて学べるよう工夫してい
る。 

○基礎的、基本的な奏法が身に付け 
られるよう題材を見開き左上に示 
し、教材ごとに焦点化された学習
のめあてを明記し、習得した知識
や技能を生かして表現する「まと
めの曲」につなげている。 

○巻末に「楽典」を記載し、基礎・ 
基本の内容を確認できる配慮をし 
ている。 

○「音のスケッチ」で各楽器の創作 
課題を示し、筝の創作は縦式楽譜 
に記入できるよう工夫している。 

○曲想と音楽の構造などの関わりに 
ついて理解しやすい教材や、思い 
や意図をもって表現するために必 
要な技能が身に付く教材を配置し 
ている。 

○楽器の奏法を身に付けるために、 
わかりやすい文章とイラスト、写 
真を用いて解説し、楽器の基礎的 
な技能の習得ができるよう、唱歌 
や口三味線など、繰り返し学習す 
る活動を示している。 

○巻末に「音楽の約束」を記載し、 
基礎・基本の内容を確認できる配 
慮をしている。 

○「My Melody」で筝による創作課 
題を示し、縦式楽譜に直接記入で 
きるよう工夫している。 

○「学びのコンパス」「Q＆A」や各 
所のコラムでは、小学校で身に付 
けたことや、音色などの基礎的な 
学習内容を確認し、繰り返し学習 
できるよう工夫している。 

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○「音楽を形づくっている要素」とそ 
の働きに着目し、知覚したことと感
受したこととの関わりや音楽的な見
方・考え方を活用できるよう工夫す
るとともに、言語活動の充実を図っ
ている。 

○教材に応じて焦点化した発問やアド
バイスをキャラクターが吹き出しで
示し、「Sing! Sing!」「Active!」
「Let's Try!」「話し合おう」「音
のスケッチ」などで思考を促す記入
欄を設けている。 

○「比べてみよう」のマークで教材の
共通性と固有性を比べて理解を深
める工夫をしている。 

○「音楽を形づくっている要素」とそ 
の働きに着目し、知覚・感受したこ
とを基に「思考、判断、表現」の 
ヒントを示し、音楽的な見方・考え
方を活用できるよう工夫するととも
に、言語活動の充実を図っている。 

○教材に応じて焦点化した発問やアド
バイスをキャラクターが吹き出しで
示し、「演奏者からのアドバイス」
「学びのコンパス」「My Melody」
「Let's Create!」などで思考を促
す記入欄を設けている。 

○楽曲の紹介文や活動文を示し、理解
しながら表現力を高める工夫をして
いる。 

○〔共通事項〕に基づく題材を学習 
のまとまりごとに見開き左上に示 
し、教材ごとの学習のめあても表 
示することで、身に付けたい知識 
及び技能を適切に扱っている。 

○「表現の仕方を調べてみよう」 
「深めてみよう」など、音の出し 
方や楽器の特徴、奏法の効果につ 
いて、調べたことを交流して考え 
を深めるための言語活動の充実を 
図っている。 

○〔共通事項〕に示された音楽を形 
づくっている要素を、アンサンブ 
ルセミナーや創作の学習目標の下 
に示し、身に付けたい知識及び技 
能を適切に扱っている。 

○「学びのコンパス」では、知覚・ 
感受したことをもとに「思考・判 
断・表現」を行うためのヒントが 
示され、交流して思考した内容を 
記述するなど、言語活動の充実を 
図っている。 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 音楽・器楽 種  類 ２種 ３ 枚中 ２ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

17 教育出版 27 教育芸術社 17 教育出版(器楽) 27 教育芸術社(器楽) 

２ 内容や構成が学習指導
を進める上で適切である
こと 

(3) 生徒が主体的・対話的に
学習に取り組むことができ
る配慮 

○主体的・対話的で深い学びを実現す 
るための学習の見通しを「Active!」 
「比べてみよう」「深めてみよう」 
「Let's Try!」に示しキャラクター 
が学習のヒントや考えるきっかけを 
与え、生徒の気付きや思考を促すよ 
う工夫している。 

○「Active!」「作者の思いにふれる」 
など、生徒が意識的に考え、対話す 
る工夫をし、「私たちとの暮らしと 
音楽」などと関連する記事を取り上 
げ、音楽の働きや役割、自然や社会 
とのつながりに気付いて学びが深め 
られる課題を提示している。 

○楽典を巻末の折り込みで示し、二次 
元コードから動画へアクセスでき、 
個別最適な学習への配慮が見られる。 

○主体的・対話的で深い学びを実現す
るための手順や手立てをワークシー
トや体験活動に示し、新設の「学び
のコンパス」では、キャラクターの
吹き出しが学習のヒントや考えるき
っかけを与え、生徒の気付きや思考
を促すよう工夫している。 

○「音楽って何だろう？」「生活や社 
会との関わりにどのような意味や価 
値を持つか」など、生徒が意識的に 
考え対話する工夫をし、「生活や社 
会の中の音楽」などと関連する記事 
を取り上げ、音楽の働きや役割、自 
然や社会とのつながりに気付いて学 
びが深められる課題を提示している。 

○楽典を巻末にわかりやすく示し、二 
次元コードから動画へアクセスでき、 
個別最適な学習への配慮が見られる。 
 

○多様な楽器の組み合わせによるア
ンサンブル活動を多数掲載し、
「表現の仕方をくらべてみよう」
では楽器のしくみや特徴に着目
し、「話し合おう」では意見交流
を通して基本的な奏法を生かして
他者と協働して表現できるよう工
夫している。 

○巻末に、主体的に学ぶことができ
るリコーダー運指表、ギターコー
ドダイヤグラムなどを示してい
る。 

○二次元コードから動画などの資料 
へのアクセスが容易であり、個別 
最適な学習への配慮が見られる。 
 

○和楽器を学習する際に、唱歌や口 
三味線を歌う活動を示し、「学び 
のコンパス」では、曲に対する考 
えを、「知識・技能」に関するコ 
ラムや「Q＆A」、キャラクターの 
吹き出しでヒントを示し、他者と 
協働して表現できるよう工夫して 
いる。 

○巻末に、主体的に学ぶことができ 
るリコーダー運指表、ギターコー 
ドダイヤグラムなどを見開きで示 
している。 

○二次元コードから動画などの資料 
へのアクセスが容易であり、個別 
最適な学習への配慮見られる。 
 

 (4) 学習指導要領に示してい
ない内容の取扱い 

○生徒の主体的・協働的な学習への取 
り組みを高められるよう、歴史的事 
象との関連を図る「発展的学習」 
「音の三要素」、「作曲家の生きた時 
代」、「日本と西洋の音楽の歩み」、 
「肖像で見る音楽年表」などを示し 
ている。 

 

○生徒の興味・関心・意欲を高めて学 
習を一層深めることができるよう、 
「この頃、日本では…⁉」、「耳でた 
どる音楽史」、能「敦盛」、「Hey  
Jude」、「世界の楽器の文化や伝統」 
などを示し、「Challenge」「番外編」 
など発展的な学習内容や知識などを 
提供している。 
 

○「Let's Play」や「Let's Try」
等で発展的な内容を扱い、表現
を工夫できるよう紹介してい
る。 

○発展的学習を「吹く楽器の仲間た 
ち」「弾く楽器の仲間たち」「表現 
の仕方を調べてみよう「PART1」、 
「PART2」で示している。 

○「アンサンブル」では、発展的な
内容を扱い表現を工夫できるよ
うに構成している。 

○発展的に学べるよう「バンドの世 
界をのぞいてみよう」「伝統の枠 
を超えて活躍する和楽器」「こぼ 
れ話」「ミニ知識」で紹介してい 
る。 

 (5) 他の教科等との関連 ○「歌のアルバム」では、友情や未来 
に向かって進む決意などの歌詞を持 
つ歌唱教材や命の尊さを背景とした 
鑑賞曲などを掲載して、道徳との関 
連を図っている。 

○知的財産権や、我が国の自然の美し 
さを表現した教材、日本とアジアを 
つなぐ音、コンピュータと音楽、ア 
ウトリーチなどで、道徳や他教科と 
の関連を図っている。 

○英語で歌唱できる教材を扱ったり、 
年表や地図を用いたりして歴史的事 
象との関連を図っている。 

○巻頭の「With My Heart」で、芸術 
家たちのメッセージを記載し、道徳 
との関連を図っている。 

○SDGｓの取組との関連を図っている。 

○「心通う合唱」では、希望や勇気、 
思いやりの心、強い意志を支える歌 
詞を持つ歌唱教材や、命の尊さを背
景とした鑑賞曲などを掲載して、道
徳との関連を図っている。 

○著作権等、音楽のルールを守るため 
の表記があり、知的財産権や我が国 
の自然の美しさを表現した教材を掲 
載し、道徳や他教科との関連を図っ 
ている。 

○英語で歌唱できる教材を扱ったり、 
年表や地図を用いたりして歴史的事 
象との関連を図っている。 

○巻頭の各界で活躍する方からのメッ 
セージを記載し、道徳との関連を図 
っている。 

○SDGｓの取組との関連を図っている。 
 

○英語の歌詞、楽器の背景にある文 
化や伝統、楽器に関する流通、貿 
易、材質、生活様式、復興空港ピ 
アノ、和楽器の名手からの諦めな 
い気持ちや礼儀と人間性に関する 
提言など、音楽科と各教科を横断 
できるよう配慮している。 

○様々なアンサンブル活動を通して、 
協働しながら学習を進められるよ 
う工夫している。 

○諸外国の音楽文化に対する理解を 
深められるよう、様々な国の楽器 
や楽曲を取り上げ「楽器を知ろう」 
では、歴史的・地理的事象との関 
連を図ることで、他教科の学習を 
併行できるよう配慮している。 

○様々なアンサンブル活動を通して、 
協働しながら学習を進められるよ 
う工夫し、箏においては、「姿勢と 
礼儀」についても触れている。 

 
 

 
 
 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 音楽・器楽 種  類 ２種 ３ 枚中 ３ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

17 教育出版 27 教育芸術社 17 教育出版(器楽) 27 教育芸術社(器楽) 

３ 使用上の便宜が工夫さ
れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○色覚等への特性を踏まえた判読性・ 
視認性の高い配色やレイアウト（カ 
ラーユニバーサルデザイン）、表記・ 
表現方法、文字（ユニバーサルデザ 
インフォント）の使用など、細部に 
わたり配慮している。 

○再生紙と植物油インキを使用し印刷 
している。 

○教材を２ページ見開きで構成し、写 
真を効果的に使用し、創造や感性を 
高め、楽器の奏法が理解しやすいよ 
う工夫している。 

○〔共通事項〕は「楽典」として巻末 
折込みページにまとめ、生徒自らが 
調べやすいよう工夫をしている。 

○二次元コードでは、演奏動画や創作 
ツール、ワークシートが挿入されて 
おり、デジタル教材で学ぶことがで 
きるよう工夫している。 
 

○全体に区別しやすい配色を用いなが 
ら、楽譜を含めた大部分のページで 
ユニバーサルデザインフォントが使 
用され、ページ番号を全て白抜きの 
黒字で表記するなど、細部にわたり 
配慮されている。 

○再生紙と植物油インキを使用し印刷 
において「グリーンプリンティング 
設置工場」で印刷している。 

○教材を２ページ見開きで構成し、写 
真を効果的に使用し、創造や感性を 
高め、楽器の奏法が理解しやすいよ 
う工夫されている。 

○〔共通事項〕は「音楽の約束」とし 
て巻末ページにまとめ、生徒自らが 
調べやすいよう工夫をしている。 

○二次元コードでは、演奏動画や創作 
ツール、各曲の音源（伴奏やパート 
別カラピアノ）が挿入されており、 
カラーのワークワークシートが挿入 
されており、デジタル教材で学ぶこ 
とができるよう工夫している。 
 

○色覚等への特性を踏まえた判読性 
・視認性の高い配色やレイアウト 
（カラーユニバーサルデザイン）、 
表記・表現方法、文字（ユニバー 
サルデザインフォント）の使用な 
ど、細部にわたり配慮している。 

○再生紙と植物油インキを使用する 
など、環境面にも十分配慮されて 
いる。 

○二次元コードでは、演奏動画やワ 
ークシートが挿入されており、デ 
ジタル教材で学ぶことができるよ 
う工夫している。 
 

○全体に区別しやすい配色を用いな 
がら、楽譜を含めた大部分のペー 
ジでユニバーサルデザインフォン 
トが使用されており、誰もが読み 
やすい文章や楽譜となるよう配慮 
している。 

○再生紙や再生可能な植物油インキ 
を使用するなど、環境にも十分配 
慮されている。 

○二次元コードでは、演奏動画やワ 
ークシートが挿入されており、デ 
ジタル教材で学ぶことができるよ 
う工夫している。 
 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 美術 種  類 ３種 ２ 枚中 １ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

９ 開隆堂 38 光村図書 116 日本文教出版 

１ 学習指導要領に示す目標

の達成のために工夫され

ていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○１年と２・３年の２冊構成。 

○それぞれの題材を「絵や彫刻など」「デザイン 

や工芸など」「学びの資料」の視点で分類し、 

それらの学習の流れや学習内容が書かれている。 

○興味・関心を持てる魅力的な表紙（質感を感じ 

させる加工） 

○美術１の巻頭に図画工作から美術へのつながり 

を意識した導入の設定。 

○先生と生徒のキャラクターを掲載させることで 

親しみを感じさせている。 

○美術１年と２・３年に美術１資料を加えた３冊 

構成。 

○それぞれの題材を「絵や彫刻など」「デザインや 

工芸など」「学びを支える資料」の視点で分類 

し、その中で、表現活動の題材と鑑賞活動の題 

材がわかるようにマークを変えている。 

○美術２・３年では和紙風用紙が採用されており 

「日本の絵画を楽しむ五つのキーワード」とい 

う日本美術に焦点を当てた鑑賞が設定されてい 

る。 

○別冊「資料」は、中学３年間で必要な資料がコ 

ンパクトにまとめられており、わかりやすい内 

容になっている。 

 

 

○１年と２・３年上下の３冊構成。 

○それぞれの題材を「オリエンテーション」「絵や 

彫刻など」「デザインや工芸など」「学びを支える 

資料」の視点で分類し、その中で、表現活動の題 

材と鑑賞活動の題材がわかるように表示されてい 

る。 

○美術１「美術との出会い」、２・３上「学びの実 

感と深まり」、２・３下「学びの探求と未来」と 

それぞれにテーマが設定されており、３年間の学 

びの繋がりを意識して構成されている。 

○美術２・３年下では現代社会との美術のつながり 

を見つける題材を多く扱っている。 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及

び技能の習得を図るための

配慮 

○各題材の始めに「知」という見出しで目標が示 

されている。 

○「知識・技能」という小見出しで具体的な見方 

や考え方が示されている。 

○各題材のはじめに観点別の目標が分かりやすく 

マークで示されている。 

○基礎的内容を別冊「資料」にすることで、進級 

後も振り返りやすい。 

○各題材のはじめに観点別の目標が分かりやすくマ 

ークで示されている。（３つの観点をイラストや 

文字の色で区別） 

○最終頁に「学びを支える資料」をまとめることで、 

学年ごとに基礎的内容を確認しやすくしている。 

 

 

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○各題材の始めに「思」という見出しで目標が示 

されている。 

○「発想・構想」という小見出しで具体的な見方 

や考え方が示されている。 

○各題材に生徒作品と作者の言葉が掲載されてい 

る。 

 

○各題材のはじめに観点別の目標が分かりやすく 

マークで示されている。 

○各題材が「鑑賞」から「表現」、「鑑賞」の構成 

で統一されている。 

○「point」の小見出しがあり、見方や考え方を深 

めるための問いかけが工夫されている。 

○参考となる作品が豊富（全国の生徒作品を見て 

みよう）である。 

 

 

○各題材のはじめに観点別の目標が分かりやすくマ 

ークで示されている。 

○「鑑賞の入り口」「造形的な視点」を各頁に設け 

ている。 

○「作者の言葉」や「表現のヒント」など、発想・ 

構想につながるヒントや手立てが工夫されている。 

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○各題材の始めに「学」という見出しで主体的に 

取り組むための目標が示されている。 

○「鑑賞」という小見出しで具体的な見方や考え 

方が示されている。また、問いかけが示されて 

おり見方を広げる工夫がなされている。 

 

 

○生徒作品では、発想から表現の工夫へと制作過 

程での考え方が示されており、生徒の主体的な 

態度が促される工夫が見られる。 

○「美術鑑賞を楽しむ手がかり（美術１巻末）」と 

して鑑賞の流れを示している。 

○美術１年巻頭では、一人一台タブレット端末の 

活用を前提とした題材の紹介から始まる構成。 

 

 

○各題材のはじめに観点別の目標が分かりやすくマ 

ークで示されている。 

○各題材がコンパクトにまとめられ、見開きの２頁 

で構成されている。 

○二次元コードが豊富で、鑑賞活動や、表現を深め 

られる工夫がされている。 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 美術 種  類 ３種 ２ 枚中 ２ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

９ 開隆堂 38 光村図書 116 日本文教出版 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切であるこ

と 

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○学習指導要領に示していない内容は取扱ってい 

ない。 

 

 

○学習指導要領に示していない内容は取扱ってい 

ない。 

 

○学習指導要領に示していない内容は取扱ってい 

ない。 

 

(5) 他の教科等との関連 ○道徳科や理科、社会科、国語科などと関連した 

題材や有名作家の作品が掲載されている。 

○SDGsに関連する個所では、分かりやすいマー 

クが表示されている。 

○美術２・３年ではキャリア教育やインクルーシ 

ブな社会と関連した作家の紹介や題材が見られ 

る。 

 

○道徳科をはじめ、国語科や外国語科、数学科、 

音楽科、社会科などと関連した題材が設定され 

ており、分かりやすく「～科とのつながり」と 

いうコラムが設定されている。 

○SDGsの 17の目標のうち、関連する目標の番号 

を明示している。 

○道徳科や国語科、数学科、社会科、技術・家庭科 

などと関連した題材や作品が掲載されている。 

○SDGsやキャリア教育に関連した題材や有名人、作 

家の紹介が掲載されている。 

 

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○変形判Ａ４判で１は 72Ｐ、２．３は 128Ｐで 

編集 

○二次元コードを読み取り、動画や参考作品が見 

られるようになっている。 

○変形判Ａ４判で１は 70Ｐ、２．３は 108Ｐ、１ 

の資料は 36Ｐで編集 

○二次元コードを読み取り、動画や参考作品が見 

られるようになっている。 

○二次元コンテンツ「体感ミュージアム」により 

鑑賞活動等を深められる工夫がある。 

 

 

○変形判Ａ４判で１は 76Ｐ、２．３上 66Ｐ、下は 

62Ｐで編集 

○二次元コードを読み取り、動画や参考作品が見ら 

れるようになっている。 

○二次元コンテンツ「学びのはじめに」により授業 

の導入に活用できる工夫がある。 

 

 

 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 保健体育 種  類 ４種 ２ 枚中 １ 枚 

 

採択基準 基本観点 
発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 50 大修館書店 224 学研出版 

１ 学習指導要領に示す目標

の達成のために工夫され

ていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○学習指導要領に示された学年配当に 
従って、学年別に「保健編」「体育 
編」の並びで構成されている。 

○インターネットを活用した学習が進 
められるよう工夫されている。 

○「保健編」の２年・３年の「健康な 
生活と病気の予防」の章が、４章・ 
６章というように各学年の後半に配 
置されている。 

○動画学習できる単元は、二次元コー 
ドがページ右下に統一して提示され 
ているので、活用しやすい。 

○「巻末スキルブック」が導入され、 
実習がまとまって提示されているの 
で活用しやすい。 

○デジタル教科書が充実している。 
○教科書とインターネットを活用した 
学習をうまく併用できるような構成 
になっている。 

○保健体育の学習方法が、教科書のは
じめにわかりやすくまとめられてい
る。 

 

○学習指導要領に示された学年配当に 
従って、学年別に「体育編」「保健 
編」の並びで構成されている。 

○「保健編」の２年・３年の「健康な 
生活と病気の予防」の章が、３章・ 
５章というように各学年の前半に配 
置されている。 

○基本的に見開きで左のページに本文、 
右のページに資料が配置され、見や 
すい構成になっている。 

○章末に「まとめの問題」が二次元コ 
ードで提示され、ふり返りができる 
ようになっている。 

○デジタル教科書が充実している。 

○学習指導要領に示された学年配当 
に従って、学年別に「体育理論」 
「保健」の並びで構成されている。 

○「保健編」の２年・３年の「健康 
な生活と病気の予防」の章が、３ 
章・５章というように各学年の前 
半に配置されている。 

○各単元ごとに「保体クイズにトラ 
イ」が２次元コードで提示され、 
学習内容を楽しく復習できるよう 
になっている。 

○各章の終わりに、「章のまとめ」 
が設けられ、評価の３観点ごとに 
問題が出されているので教師・生 
徒どちらにとっても評価を明確に 
できる工夫がされている。 

○デジタル教科書が充実している。 
○教科書とインターネットを活用し 
た学習が併用できるような構成に 
なっている。 

○学習指導要領に示された学年配当 
に従って、学年別に「体育編」「保 
健編」の並びで構成されている。 

○「保健編」の２年・３年の「健康 
な生活と病気の予防」の章が、３ 
章・５章というように各学年の前 
半に配置されている。 

○各章の終わりに、「章のまとめ」が 
設けられ、評価の３観点ごとに問 
題が出されているので教師・生徒 
どちらにとっても評価を明確にで 
きる工夫がされている。 

○デジタル教科書が充実している。 
○教科書とインターネットを活用し 
た学習をうまく併用できるような 
構成になっている。 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及

び技能の習得を図るための

配慮 

○「見つける」「学習課題」「課題の解 
決」「広げる」の流れに沿って学習 
が進められるように配置されている。 

○本文と資料の区切りが明確化され、 
見やすい構成になっている。 

○「巻末スキルブック」が導入され、 
実習がまとまって提示されているの 
で、見やすいだけでなく復習に活用 
しやすい。 

○学習が展開しやすい本文や資料の配 
置になっている。 

○動画のコンテンツが豊富に用意され 
ている。 

○Dマークコンテンツによってシミュ 
レーションをタブレット端末で行う 
ことができる。 
 

○「学習のねらい」「つかもう」「話し 
合ってみよう」「活用して深めよう」の流 
れに沿って学習が進められるように 
配置されている。 

○基本的に見開きで左のページに本文、 
右のページに資料が配置され、見や 
すい構成になっている。 

○「トピックス」として、興味関心が 
湧くような話題や情報が精選して記 
載されている。 

 
 

○「課題をつかむ」「きょうの学習」 
「本文」「資料」「学習のまとめ」 
の流れに沿って学習が進められる 
ように配置されている。 

○本文と資料の区切りが明確化され、 
見やすい構成になっている。 

○各章の終わりに「章のまとめ」が 
評価の観点ごとに提示され、観点 
ごとの復習ができるようになって 
いる。 

 

○「ウォームアップ」「学習の課題」 
「本文と資料」「エクササイズ」 
「学びを生かす」「とりくメータ 
ー」の流れに沿って学習が進めら 
れるように配置されている。 

○「学習の課題」が「わかる」と 
「考える」に細分化されているの 
で、観点別に意識しやすくなって 
いる。 

○学習が展開しやすい本文や資料の 
配置になっている。 

○デジタルコンテンツにおいて、ワ 
ークシートや外部リンクが豊富に 
用意されている。また、実習の動画 
や教材が用意されている。 

 

 

 

 

 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 保健体育 種  類 ４種 ２ 枚中 ２ 枚 

 

採択基準 基本観点 
発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 ４ 大日本図書 50 大修館書店 224 学研出版 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

 

 

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○「活用する」の出題形式に工夫が見
られ、理解しやすく考えやすい構成
になっている。 

○章末に「学習のまとめ」の二次元コ 
ードがあり、ICTを活用して章末問 
題やキーワードの振り返りができる 
ようになっている。 

○資料が多く記載されており、考えや 
すくなっている。 

 

○「話し合ってみよう」「活用して深 
めよう」では、自分の生活を振り返 
って考える内容になっている。 

○章末に「まとめの問題」が二次元コ 
ードで提示されているので、各自で 
学びの復習ができるようになってい 
る。 

○「学びを活かそう」で学習したこと 
をより深く考えられるようになって 
いる。 

○各単元の「学習のまとめ」では、 
学習内容を活用して答える問いに 
なっている。 

○「章のまとめ」では、思考・判断・ 
表現を明確化した問題が用意され 
ている。 

○各単元に「学習のまとめ」が設定 
されている。 

○各単元の「学びを生かす」では、 
学習内容を活用して答える問いに 
なっている。 

○「章のまとめ」では、思考・判断・ 
表現を明確化した問題が用意され 
ている。 

○各単元に「活用する」が設定されて 
いる。 

○「エクササイズ（課題の解決）」が、 
生徒が深く考え、答えを探すこと 
のできる課題設定になっている。 

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○Q＆A健康相談コーナーが設けられ、 
生徒の関心を引き出す工夫がされて 
いる。 

○Dマークコンテンツの内容及び動画 
が充実している。 

 

○「ミニ知識」が各ページに記載され 
ているので、生徒の興味関心を広げ 
ることに繋がる。 

○「話し合ってみよう」が各単元に提 
示されているので、対話的な学びに 
繋がる。 

○「コラム」や「ほり下げる」が提 
示されていて、生徒の興味関心を 
広げることに繋がる。 

○ 特集資料等でより発展的に学習 
に取り組むことができる。 

○「情報サプリ」が提示されていて、 
生徒の興味関心を広げることに繋 
がる。 

○デジタルコンテンツは資料が中心 
である。 

○「探究しようよ！」でより発展的 
に学習に取り組むことができる。 

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○「発展マーク」で示されているので、 
指導する側としても把握しやすくな 
っている。 

○各章の扉で、小学校での学習や高校 
での学習について触れることで、見 
通しを持って授業に取り組めるよう 
配慮されている。 

○「章末資料」などに記載されており、 
授業で活用しやすくなっている。 

○章末資料に様々な発展的な資料が掲 
載されている。 

○「発展マーク」で示されているので、 
指導する側としても把握しやすくな 
っており、主に「トピックス」や 
「単元資料」「章末資料」など、あ 
らゆるところに掲載されている。 

○各章の扉で、小学校での学習や高校 
での学習について触れることで、見 
通しを持って授業に取り組めるよう 
配慮されている。 

○「発展マーク」で示されているの 
で、指導する側としても把握しや 
すくなっており、主に「章末資料」 
に掲載されている。 

○各章の扉で、小学校での学習や高 
校での学習について触れること 
で、見通しを持って授業に取り組 
めるよう配慮されている。 

○「発展マーク」で示されているの 
で、指導する側としても把握しや 
すくなっている。 

○「発展マーク」は章末の「探究し 
ようよ！」にまとまって掲載され 
ている。 

○各章の扉で、小学校での学習や高 
校での学習について触れることで、見 
通しを持って授業に取り組めるよ 
う配慮されている。 

(5) 他の教科等との関連 ○各教科との関連がある内容の箇所に 
はマークが設けられ、他教科との関 
連を図って進められるようにしてい 
る。 

○各章のはじめに「保健体育の職業」 
として、保健体育にかかわりのある 
職業の紹介を、Dマークコンテンツ 
も用いて行っている。 

○「リンクマーク」が提示され、他教 
科との関連を図って進められるよう 
になっている。 

○「関連マーク」「他教科マーク」が 
提示され、他教科との関連を図っ 
て進められるようにしている。 

○「関連マーク」が提示され、運動 
領域および他教科との関連を図っ 
て進められるようにしている。 

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○資料として、イラスト、グラフ、写 
真、表などを適切に配置し学習内容 
が深められるように工夫している。 

○本文中に資料と関連づけるマークが 
ある。 

○章ごとに色分けを行い、そのページ 
をすぐに開くことができるようにな 
っている。 

○資料として、イラスト、グラフ、写 
真、表などを適切に配置し学習内容 
が深められるように工夫している。 

○本文中に資料と関連づけるマークが 
ある。 

○本文と資料が見やすい構成になって 
いる。 

○資料として、イラスト、グラフ、 
写真、表などを適切に配置し学習 
内容が深められるように工夫して 
いる。 

○本文中に資料と関連づけるマーク
がある。 

○資料として、イラスト、グラフ、 
写真、表などを適切に配置し学習 
内容が深められるように工夫して 
いる。 

○本文中に資料と関連づけるマーク 
がある。 

○文字や文章の間隔、ユニバーサル 
デザインフォントの採用など、見 
やすさの工夫をしている。 

○行間の幅がしっかりとられており、 
資料の配置も見やすい。  



 

教科用図書調査報告書 教科・種目名 技術･家庭科(技術分野) 種  類 ３種 ２ 枚中 １ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 ６ 教育図書 ９ 開隆堂  

１ 学習指導要領に示す目標

の達成のために工夫され

ていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○「技術のとびら」や「TECH Lab」と 

いったページを作り、基礎技能やポ 

イントなどがまとめられている。 

○「最適化の窓」で「技術の見方・考 

え方」の考え方が分かりやすく示さ 

れている。 

○学習の流れが分かりやすく示されて

いる。 

○「技術の匠」として、現場の方の声 

が多く掲載されている。 

 

○「見つける、学ぶ、振り返る」の流 

れが分かりやすく示されている。 

○高校生からのメッセージという、進 

路を意識した内容も掲載されている。 

○より詳しい内容は、「スキルアシス 

ト」という別冊があり、実習で必要 

な部分や発展的な内容などがある。 

○色使いが濃い。 

 

○教科書の構成が「基礎的な技術」 

「問題解決」「これからの技術」 

となっており、どの分野でも同じ 

ようになっている。 

○「Wants」「安全」「環境」「経済」 

という視点が示され、教科書全体 

を通して活用されている。 

○写真や図が多く分かりやすい。 

○内容が詳しい。 

 

 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及

び技能の習得を図るための

配慮 

○「技術のとびら」や「TECH Lab」の 

ページがあり、基礎的な部分になっ 

ており、見やすくまとめられている。 

○各編の 1章「身の回りの技術」で身 

近な技術を用いている。 

○安全について実習内容に合わせて記 

載されている。 

○内容が丁寧に細かく記載されている。 

○別冊にてまとめられている。 

○要点は太字、太い青字で整理されて 

いる。 

○「編のまとめ問題」で知識・技能に 

ついてまとめられている。 

○安全について実習内容に合わせて記 

載されている。 

○情報分野で、実物の写真が多く掲載 

されている。 

 

○大事な部分は太字で示されている。 

○イラストや写真が使用されており、 

分かりやすく示されている。 

○安全について実習内容に合わせて 

記載されている。 

○内容が丁寧に細かく記載されてい 

る。 

○生物育成分野の水産に関する内容 

が充実している。 

 

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○課題が設定されており、それを解決 

するためにどうしたら良いかを問う 

部分がある。 

○調べてみようという項目がある。 

○「最適化の窓」が、最初にあり、技 

術の見方・考え方の例が示されてい 

る。 

（社会、経済、環境、安全、等） 

○「問題の発見、課題の設定」「設計・ 

計画」「製作・制作・育成」「評価、 

改善・修正」の流れが統一的に示さ 

れている。  

○問題解決に関する具体的な例が多く 

ある。 

 

 

○「編のまとめ問題」で思考・判断・ 

表現についてまとめられている。 

○生徒自身の設計や計画を記入できる 

「設計・計画シート」が用意されて 

いる。 

○実習例において、問題発見、設計、 

製作、振り返りが分かりやすく明示 

されている。 

○社会からの要求、経済面、環境面、 

安全面の四つの視点で考えること 

を常に意識させるようになってい 

る。 

○各編に「問題解決の流れ」のペー 

ジがあり、流れが分かりやすく示 

されている。 

○具体的な実習例が多く、興味がわ 

くような構成になっている。 

 

 

 

 



 

教科用図書調査報告書 教科・種目名 技術･家庭科(技術分野) 種  類 ３種 ２ 枚中 ２ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 ６ 教育図書 ９ 開隆堂  

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○学習のまとめに課題が設定されてお 

り、それを解決するためにどうした 

ら良いかを問う部分がある。 

○「考えてみよう、やってみよう、調 

べてみよう、話し合ってみよう、ま 

とめてみよう、振り返ろう、深めよ 

う」という項目があり、学習を振り 

返り、次の学習に向けての工夫がさ 

れている。 

○問題の発見、課題の設定が見やすく 

なっている。 

 

○Ａ～Ｄ編のそれぞれの末に、「やっ 

てみよう」という項目があり、自分 

の考えや、今後心がけたいことなど 

を記すようになっている。 

○「編のまとめ問題」で主体的に学習 

に取り組む態度についてまとめられ 

ている。 

○高校生からのメッセージで次の段階 

への意識付けができている。 

○「やってみよう」「実験」という 

項目がある。既存の技術の工夫や 

しくみについて調べ、考えをまと 

める項目が設定されている。 

○各項目にある「学習課題」を通し 

て、生徒が授業へ積極的に取り組 

むように配慮している。 

 

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○資料として、一般の人のアンケート 

が載せられており、技術がどう生か 

されているのかや、取り組み内容が 

記載されている。 

○「TECH Lab」に作業方法や資料が多 

く掲載されており、分かりやすくま 

とめられている。 

○「技術のとびら」という項目が多数 

あり、分かりやすく内容が示されて 

いる。 

 

○「Ｅ編」というのがあり、Ａ～Ｄを 

横断するような内容、三年間のまと 

めや先輩からのメッセージなどがま 

とめられている。 

○「スゴ技」「技ビト」で日本の技術 

に触れ、興味・関心を高められるよ 

うに工夫がされている。 

 

○「参考」や「interview」といった 

項目で様々な技術が紹介され、イ 

ンタビューが掲載されている。 

○地域につながる技術の話題が多く 

取り上げられている。 

 

 

(5) 他の教科等との関連 ○リンクのマークの横にこの教科書の 

他のページにある関連する部分や、 

他教科のどの分野と関連があるのか、 

小学校での既習内容等の記載がある。 

○「関連 小学校・理科 中学校・理 

科」のように、他教科との関連や小 

学校での既習内容との関連が記載さ 

れている。 

 

○各編の最初のページに「小学校や 

他教科とのつながり」が示されて 

いる。 

 

３ 使用上の便宜が工夫さ 

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○二次元コードによる追加情報や資料 

が多く用意されており、基本右上に 

掲載されている。 

○「最適化の窓」というのが巻頭につ 

けられており、技術の見方・考え方 

が示されている。 

○目標、学習課題、まとめが表記され 

ており、分かりやすくまとめられて 

いる。 

○写真、図、イラストで、分かりやす 

く編集されている。 

 

 

○二次元コードによる追加情報や資料 

が多く用意されており、基本右下に 

掲載されている。 

○SDGsのマークが関連のあるところに 

掲載されている。 

○写真、図、イラストで分かりやすく 

編集されている。 

○全体の色使いが濃い。 

○二次元コードによる追加情報や資 

料が多く用意されており、基本右 

上に掲載されている。 

○写真とイラストで分かりやすく編 

集されている。 

○各分野にある「学習のまとめ」の 

内容が写真などもあり、見やすく、 

テストと類似するなど生徒も取り 

組みやすくなっている。 

 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 技術・家庭科（家庭分野） 種  類 ３種 ２ 枚中 １ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 ６ 教育図書 ９ 開隆堂 

１ 学習指導

要領に示す

目標の達成

のために工

夫されてい

ること 

(1) 全体としての特徴や

創意工夫 

○６編（１～６）の表記で、Bを３編に細分化してガイダ 

ンス・B・C・A・生活の課題と実践の順に配列している。 

○ガイダンス（P.10）は巻頭にあり、直接書き込めるよう 

になっている。 

○現代課題への対応としてオンラインでの消費者トラブル 

（P.201）、多様な生き方では制服（P.270）について取り 

上げている。 

○伝統文化には着物（P.124～P.125）、郷土料理（P.102～ 

103）、雑煮（P.101）を取り上げているだけでなく、日本 

の衣服の文化では日本の文様や染色（P.122～123）が取 

り上げられ、伝統文化に触れやすい工夫がされている。 

○「五大栄養素」→「栄養素の働き」→「中学生に必要な 

栄養素」→「食品に含まれる栄養素」→「6つの基礎食 

品群」→「食品の組み合わせ」→「献立づくり」の単元 

配列になっている。 

○偶数ページに単元名、目標、学習課題が明記され、奇数 

ページ下段に資料や図などがまとめられており統一性が 

ある。 

○６つの食品群と食品群別摂取量の目安のページが厚紙に

なっており、ページ構成の工夫によりP.35からP.42への

接続は活用しやすい。 

 

○A・B・C・生活の課題と実践の順に配列されている。 

○ガイダンスは口絵として巻頭にあり、行事や世界の衣食住 

を取り扱っている。 

○現代課題への対応として「契約」（P.228）「キャッシュレ 

ス」（P.235）、食品ロス（P.258）、防災グッズの中身 

（P.216）、児童虐待（P.65）、高齢者との関わり（P.26～ 

27）について詳しく取り扱っている。 

○伝統文化には着物（P.158～159）、郷土料理（P.142～143）、 

雑煮（P.142）を取り上げている。 

○「五大栄養素」→「栄養素の働き」→「中学生に必要な栄 

養素」→「食品に含まれる栄養素」→「6つの基礎食品群」 

→「食品の組み合わせ」→「献立づくり」の単元配列が理 

解しやすい。また、食品成分表が単元の中に入っている。 

○イラストが多く、キャッシュレス決済やクレジットカード 

（P.235～237）について詳しく掲載している。 

○学習資料が偶数ページは左、奇数ページは右、またはペー 

ジの下部に配置している。 

○折込ページ①～⑧は広げると６つの基礎食品群と食品群別

摂取量のめやす、食品成分表が一つにまとまっており、活

用しやすい。 

○A・B・C・生活の課題と実践の順に配列されている。 

○ガイダンスは目次も含めて巻頭にある。大谷翔平選手が 

参考にしていた「目標達成シート」を取り上げている。 

○現代課題への対応としてヤングケアラー（P.31）、認知症 

（P.79）、和服の繰り回し（P.207）、防災・災害発生時の 

対応（P.248～254）、収集される個人情報（P.268）、消費 

者トラブルの相談窓口や電話番号（P.282）、災害の避難 

所での生活や再建（P.248～255）などを取り上げている。 

○伝統文化には和服の着用場面（P.206）が写真で提示して 

いたり、帯について（P.209）取り上げている。 

○「食品に含まれる栄養素」からスタートし生徒の興味関 

心が高いところから指導できるよう工夫している。 

○データとしての表示や資料が多くあり、事象を客観的に 

捉えることができる。 

○学習資料は偶数ページは左、奇数ページは右、またはペ 

ージの下部に配置している。 

○P.108～P.113は折込になっており、１日に取りたい食品

の量を一目で把握できる。 

 

２ 内容や構

成が学習指

導を進める

上で適切で

あること 

(1) 基礎的・基本的な知

識及び技能の習得を図

るための配慮 

○「目標」「レッツスタート」「学習課題」を示し「調べて 

みよう」「まとめよう」「生活に生かそう」で定着を確認 

できる。 

○「学習のまとめ」は 3観点別にまとめられており、また 

「大切な用語の確認」では自分でチェックをすることが 

できる。 

○実物大の写真（食品（P.44～47）、幼児が使っている物 

（P.230））は実感を伴うことができる。 

○調理の手順は左から右への表記で、組み合わせる料理例 

が示され、献立の学習と関連づけを図っている。 

 

○「めあて」「キーワード」「学ぶ」「見つめる」を示し「考 

えてみよう」「調べてみよう」「ふり返る」で定着を確認で 

きる。 

○「学習のふり返り」は 3観点別にまとめており、評価につ 

なげやすい。 

○実物大の写真（食品（折込③～⑥））は実感を伴うことが 

できる。 

○調理の手順は上から下への表記で「私のアレンジ」として 

学びを深めている。 

 

○「学習の目標」「キャラクターの言葉かけ」により、めあ 

てを示している。 

○「学習のまとめ」は 3観点別にまとめており、評価につ 

なげやすい。 

○実物大の写真、食品（P.108～113）、手形と足形（P.42～ 

43）は実感を伴いやすい。 

○調理の手順は左から右への表記で「配膳例」や「調理方 

法 Q&A」として学びを広げる工夫をしている。 

○食べ物が体の中でどのようになるか（P.104～105）さま 

ざまな換気の方法（P.245）などの資料は理解しやすい。 

 

(2) 思考力・判断力・表

現力等の育成を図るた

めの配慮 

○学習課題の文末が「～だろうか」と問いかけ、ギカット 

が学習内容を案内し、ミカッタが見方考え方を働かせて 

深い学びにつながるよう工夫されている。P.180～181の

危険探しは活用しやすい。 

○生活の課題と実践（選択）は、進め方について説明（横 

表記）後、実践例（6例 縦表記）を提示している。 

 

○「見つめてみよう」「考えてみよう」「話し合ってみよう」 

「やってみよう」「調べてみよう」など、題材にあわせた 

深い学びにつながるよう工夫している。 

○生活の課題と実践（選択）は、進め方について説明（横表 

記 取り組み方例 8例）後、実践例（8例 横表記）を提 

示している。 

 

○「やってみよう」「話し合ってみよう」「考えてみよう」 

により、主体的に取り組むよう工夫している。 

○生活の課題と実践（選択）は、進め方について説明（横 

表記）後、実践例（10例 縦表記）を提示している。 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 技術・家庭科（家庭分野） 種  類 ３種 ２ 枚中 ２ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 ６ 教育図書 ９ 開隆堂 

２ 内容や構

成が学習指

導を進める

上で適切で

あること 

（3）生徒が主体的・対話 

的に学習に取り組むこ 

とができる配慮 

○「レッツ・スタート」で導入になる問いかけがある。わ 

かりやすい表記で、考える動機となり、主体的に学習に 

向かえたり、グループ活動につながる内容になっている。 

○「考えてみよう」「やってみよう」「調べてみよう」等の 

活動や思考ツール（P.119 P.171）を取り入れ、主体的・ 

対話的に学習に取り組めるよう工夫している。 

○調理・被服実習例（73例） 

○「考えてみよう」「見つめてみよう」「話し合ってみよう」 

「調べてみよう」「やってみよう」の問いかけにより、導 

入にグループ活動を取り入れて、主体的・対話的に学習に 

取り組めるよう工夫している。 

○調理・被服実習例（59例） 

○「考えてみよう」「やってみよう」「話し合ってみよう」 

「調べてみよう」のところで主体的・対話的に学習に取 

り組めるよう工夫している。 

○調理・被服実習例（61例） 

(4) 学習指導要領に示し 

ていない内容の取扱い 

○脚注に「せいかつメモ」「生活に生かそう」として紹介し 

ている。 

○基礎的・基本的な内容を踏まえ、生徒の興味・関心に応 

じて深めていくことのできる内容を取り上げている。 

○「発展」「資料」「参考」として紹介している。 

○発展的な内容について問いかけるような記述があり、生徒 

の理解度や興味・関心に応じて学習を進められるようにし

ている。 

○脚注に「豆知識」として語句などの説明を掲載している。 

○高等学校に関連が深い内容は「発展」として扱われてお 

り、近年の課題や現状について伝える内容を取り上げて 

いる。 

(5) 他の教科等との関連 ○「プロに聞く！」で興味関心を持たせる工夫やキャリア 

教育との関連を図っている。 

○二次元コードを使用し、Ｄマークは他教科・小学校での 

学習内容を確認できるよう工夫している。 

○小学校の学習内容には「小学校リンク」マークを付けて 

いる。 

○「センパイに聞こう！」はキャリア教育との関連を図って 

いる。 

○他教科との関連をガイドするマークで示している。 

○道徳について、さまざまな人と助け合い、生活していく上 

で大切なことには「共生」マークを付けている。 

○「先輩からのエール」で興味関心を持たせる工夫やキャ 

リア教育との関連を図っている。 

○他教科・他分野との関連をガイドする内容はマークで示 

している。 

○小学校の学習と関連する項目に「小学校との関連マーク」 

を付けている。 

○「食べものは体の中でどうなるのかみてみよう」（P.104） 

は一目で理解でき、理科「消化吸収」とリンクしている。 

３ 使用上の

便宜が工夫

されている

こと 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○サイズは AB判で総計は 291ページ、爪見出しは上下であ 

る。約 560g。 

○重要語句は黒のゴシック体でありルビ打ちが多い。 

○優しい色遣いで、編ごとにページ全体を色分けしてい

る。 

○各節「目標」から「まとめの活動」の流れで統一している。 

○実習の手順などは、左から右に読み進める横の流れで統一 

している。 

○包丁の内容では、左利き（P.68）の例も取り上げている。 

○多様な家族の形についてアニメや漫画で 7組例示し、家族 

の絵本を 1つ紹介している（P.20～21）。 

○日本各地の住まいの例（P.174）では暑さを防ぐ観点から 

「町家」を取り上げている。 

○地域の食材として「京野菜」（P.99）が扱われている。 

○巻末には SDGｓについてまとめられている。 

○デジタルコンテンツがある場合、奇数ページの右上に該 

当の二次元コードを記載している。 

 

 

○サイズは A変型で総計は 279ページ、爪見出しは上下であ 

る。約 630g。 

○重要語句は青のゴシック体で、文字の色が濃い。 

○図や写真はカラフルな色づかいで、章ごとに見出しを色分 

けしている。 

○各節「見つめる」から「ふり返る」の流れで統一している。 

○実習の手順などは、上から下に読み進める縦の流れで表記 

している。 

○材料を持つ手では、左利きの例（P.105）も取り上げている。 

○多様な家族の形についてアニメや漫画などで 7組例示して 

いる（P.14～15）。 

○日本各地の住まいの例（P.198）では、「舟屋」を取り上げ 

ている。 

○伝統野菜として「賀茂なす」（P.140）郷土料理に京都の 

「お雑煮」の例（P.142）「さば棒ずし」（P.143）が扱われ 

ている。 

○巻末には食の学習シールの付属、マーク・ラベルがまとめ 

られている。 

○デジタルコンテンツがある場合、奇数ページの右下に資料 

名と該当の二次元コードを記載している。 

○サイズは AB判で総計は 312ページ、爪見出しは上部であ 

る。約 570g 

○重要語句は黒のゴシック体である。 

○大単元ごとにページの上部を色分けしている。 

○各節「節タイトル」から「学習のまとめ」の流れで統一し 

ている。 

○実習の手順などは、左から右に読み進める横の流れで統一 

している。 

○食事のマナー（P.119）、材料のおさえ方（P.122）では、イ 

ラストで左利きの例も取り上げている。 

○多様な家族の形についてイラストで 10組例示し、家族の 

絵本を 3種類紹介している（P.26～27）。 

○日本の気候風土と住まい（P.240）では、京都府伊根町の 

住宅を写真で紹介している。 

○郷土料理に「にしんなす」（P.161）を取り上げている。 

○巻末には「世界の生活文化」「マーク」「プラスチック汚

染」についてまとめられている。 

○デジタルコンテンツがある場合、奇数ページの右上に該 

当の二次元コードを記載している。 

 



教科用図書調査報告書 教科・種目名 英語 種  類 ６種 ２ 枚中 １ 枚 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 ９ 開隆堂 15 三省堂 17 教育出判 

１ 学習指導要領に示す目標

の達成のために工夫され

ていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○生徒の好奇心をかきたてる教材をそ 
ろえ、生徒が自ら学びたくなる工夫 
がある。 

○各学年・学期の到達点を CAN-DOリ 
ストとして示し、目標に向かって学 
習を進められるように編集されてい 
る。 

○ CAN-DO リスト形式の学習到達目標
を設定し、４技能５領域の総合的育
成ができる構成である。 

○多様なパフォーマンステストを想定 

した形式となっている。 

○ CAN-DOリスト形式の学習到達目 
標を設定し、４技能５領域の総合 
的育成ができる構成である。 

○巻末の付録が充実している。 

○即興的な会話を重視した内容とな 
っている。 

○ CAN-DOリスト形式の学習到達目 
標を設定し、４技能５領域の総合 
的育成ができる構成である。 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及

び技能の習得を図るための

配慮 

○スモールステップで英語力を高めら 
れるよう、「扉→Part1・2→Read and  
Think1・2→Unit Activity」の流れ 
で、学習を進められるよう配慮され 
ている。 

○扉ページにゴールの活動が示されて 
おり、生徒は目的意識を持って言語 
活動に取り組むことができる。 

○「扉→Scenes→Tuning in→本文→ 

Review & Retell→Action→英語早 

わかり」の構成で、知識・技能の習 

得を図る。 

○各ユニットの冒頭に、ゴールの活動 
が示されており、生徒が目的意識を 
持って取り組めるよう工夫されてい 
る。 

○扉や Part1,2で新しい文法事項を 
学び、活用ができるようになって 
いる。 

○各学年の Lesson1は、前学年の復 
習ページとなっており、各学年と 
の接続がスムーズである。 

○２年生では、現在完了を取り扱っ 
ている。 

○「扉→Part→Task, Grammar」の構 
成で知識・技能の習得を図る。Key  
sentence として文法事項が明示 
されている。 

○「Active Plus」は帯活動で使用で 
きる。 

○１年生の Spring Boardと Unit 1,2 
で小学校との接続となる単元を設 
定している。 

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○「Unit・Real Life English・Stage  
Activity」を通して、思考力・判断 
力・表現力などの育成を目指す構成 
となっている。 

○よりリアルな場面設定のもとで実践 
的なコミュニケーション力を伸ばせ 
る。 

○話すことを意識した「Retell」や、書 

くことを意識した「Action」を取り 

入れている。 

○「Our Project」が数 Unit ごとに配 

置され、既習の知識・技能を活用し 

た統合型の言語活動に取り組むこと 

ができる。 

○ Unit ご と の ま と め ペ ー ジ 、
「Activity」や「Take action!」と
いうページから、単元ごとの目標に
向けて、目的や場面を具体的に意識
して活動に取り組むことができる。 

 

○「Project」が数ユニットごとに配 
置され、それまでに学んだ知識・技 
能を活用した統合型の言語活動に 
取り組むことができる。 

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○「学び方コーナー」で英語学習のポ 
イントやコツを取り上げ、英語を学 
ぶ主体的な学習態度を育成すること 
を目指している。 

○二次元コードや URLが示されており、 
英語の音声や動画を視聴できるよう
工夫されている。 

○各ページに二次元コードがあり、語 

句や本文を聞いたり、文法説明の動 

画を観たりすることができる。 

○「単語アプリ」というコンテンツが 

用意されており、自学自習を勧めや 

すい工夫がされている。 

○デジタルコンテンツが充実してお 
り、文法動画の解説や英和辞典が 
収録されており、自分の発音を AI 
が採点する機能がある。 

○各学年の巻末に CAN-DOリストが掲 
載されており、学習の見通しをも 
ったり、取組を振り返ったりして、 
自分の力を確認できる。 

○巻末に３ヶ年分の CAN-DOリストを 
掲載している。 

○各ページに二次元コードがあり、 
本文を聞くことができる。 

○「Tips for reading, listening,  
writing, speaking」が各学年・各 
ユニットごとに設定され、自学に 
役立つ内容となっている。 

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○「Let’s Read」を各ユニットの最後 
に配置している。 

○単元外として、各学年に「Further  
reading」を設定している。 

○単元外として、各学年に「Further  
reading」を設定している。 

○単元外として各学年で「Further  
reading」を設定している。 

(5) 他の教科等との関連 ○ SDGsの 17の目標に関連した題材や 
平和や国際理解・国際貢献の視点か
ら、多様な国々を取り上げることで、
各教科との関連を意識させ、世界へ
目を向け視野を広げる工夫がある。 

○伝統文化や異文化、国際理解、自然 

科学、 SDGsに関連した題材がある 

とともに、社・理・技家等教科横断 

的に関連付けた内容を設定している。 

○伝統文化や異文化、国際理解、自然 
科学、SDGsに関連した題材がある 
とともに、他教科や道徳等教科横 
断的に関連付けた内容を設定して 
いる。 

○伝統文化や異文化、国際理解、自然 
科学、働くことの意義、 SDGsなど 
に関した題材があるとともに、国 
語・社会・理科・家庭科・道徳など 
教科横断的に関連付けた内容を設 
定している。 

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○視認性や書きやすさに配慮された書 
体を採用し、カラーユニバーサルデ 
ザインの観点から配色及びデザイン 
の検証を行うことで、紙面上のデザ 
インや配置を統一し、安心して学習 
に取り組める。 

○Ａ４判を採用している。 

○１年次では特別支援教育の視点か 

ら、誰もが識字しやすい UDフォン 

トや、内容が伝わりやすい配色・デ 

ザインを使用している。 

○４技能を明示するマークを記載して 

いる。 

○必修重要語を太字で明示している。
○Ａ４判を採用している。 

○特別支援教育の視点で、誰もが識 
宇しやすい UDフォントや内容が伝 
わりやすい配色・デザインを使用 
している。 

○必修重要語を太字で明示している。
○Ａ４判を採用している。 

○文字は、学習段階に応じた書体３ 
種類を使用、 UDフォントやカラー
ユニバーサルデザインを採用して
いる。 
アイコンで活動内容をわかりやす 
く明示している。 

○ＡＢ判を採用している。 



 

 

教科用図書調査報告書 教科・種目名 英語 種  類 ６種 ２ 枚中 ２ 枚 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

38 光村図書 61 啓林館   

１ 学習指導要領に示す目標

の達成のために工夫され

ていること 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○４人の中学生のストーリーを通じて、 
生活に活用できる知識を身につけら 
れるよう工夫されている。 

○CAN-DOリストにより学習到達目標 
を設定し、４技能５領域を自主的・ 
自律的にバランス良く学習できる。 

○単元ごとの目標を明示すると共に、 
CAN-DOリスト形式の学習目標を巻 
末に掲載し、４技能５領域の総合的 
育成ができる構成である。 

○小学校での学びを振り返り、小中接 
続を意識した丁寧な構成である。 

  

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 基礎的・基本的な知識及

び技能の習得を図るための

配慮 

○小学校で既習の語句・表現にマーク 
がある。 

○１年生の初期は小中接続を意識した 
構成となっている。 

○「扉→Part→Goal」の構成で、目標 
に向かって学習できるよう各活動が 
設定されている。 

○各基本文には、文法の解説動画が用 
意されている。 

○「扉→Part」の構成で知識・技能の 
習得を図っている。 

○Targetとして文法事項が明示され 
ており、単元の最後に文法が整理さ 
れている。１年生の Unit5 までを小

○中接続期とし、小・中学校の学習を 
スムーズにつなげるため既習事項を 
踏まえた文法配列を設定している。 

  

(2) 思考力・判断力・表現力

等の育成を図るための配慮 

○思考・判断・表現力を養うための活 
動を明確にするため、アイコンを付 
記している。 

○登場人物になりきってせりふの続き 
を考える「You’re the Writer!」を 
設定し、ストーリーを生かす工夫が 
されている。 

○Unitの Input, Outputの目標に基づ 
き、目的・場面・状況を確認し、４ 
技能５領域の育成を図っている。 

○「Project」を数 Unitごとに設定し、 
統合的な言語活動を行うことができ 
る。 

  

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○主体的に学べるよう、学習目標を明 
示し、各 Unitの「Goal」と「You Can  
Do It!」に振り返りを設定している。 

○「Let’s Chat」では、友達や先生と 
対話しながら考えを深められるよう 
工夫されている。 

○二次元コードによる内容も充実して 
いる。 

○巻末に CAN-DOリストを掲載してい 
る。 

○各ページに二次元コードがあり、本 
文音声、アニメーション、Target文 
法の解説を見聞きすることができる。 

○英語の学び方が２～３回ほどあり、 
自学に役立つ内容となっている。 

  

(4) 学習指導要領に示してい

ない内容の取扱い 

○「Let’s Read More」を各学年の巻 
末に配置している。 

○「Let’s Read」を数ユニット毎に設 
定している。 

  

(5) 他の教科等との関連 ○ジェンダーへの配慮、環境問題等を 
取り扱ったり、伝統文化を尊重し国 
と郷土を愛し、他国に向けて発信で 
きる力を養うように配慮されたり、 
他教科との関連が意識されている。 

○伝統文化や異文化、国際理解、自然 
科学、SDGsに関連した題材があると 
ともに、国語・社会・数学・理科・道 
徳など教科横断的に関連付けた内容 
を設定している。 

  

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること 

(1) 表記・表現の工夫 

 

○日本語には、UD書体を使用し、英語 
については、小中接続期の手書き体 
からブロック体、セリフ体へと無理 
なく移行している。 

○全ページにわたりカラーUDの専門 
家による指導・校閲がなされている。

○ＡＢ判を採用している。 

○特別支援教育の視点から、誰もが識 
字しやすい UDフォントや内容が伝 
わりやすい配色・デザインを使用し 
ている。 

○４技能を明示する印を記載している。
○必修重要語を太字で明示している。 
○Ａ４判を採用している。 

  



教科用図書調査報告書 教科・種目名 特別の教科 道徳 種  類 ７種 ２ 枚中 １ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

２ 東京書籍 17 教育出版 38 光村図書 116 日本文教出版 

１ 学習指導要領に示す目

標の達成のために工夫さ

れていること。 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○本編のみで構成されており、本冊で 

35時間学習を行うことが可能である。 

○各貢に４つの視点を示すとともに、 

タイトル部分に色分けがされている。 

○内容項目の一覧が掲載されている。 

○巻末に学期ごとの振り返りができる 

シートが用意されている。 

○教材ごとに学習のテーマが設定され 

ており、導入として活用することが 

できる。 

○本編のみで構成されており、本冊 

で 35時間学習を行うことが可能で 

ある。 

○読み物やコラム等の補助教材によ 

り、学習が深められるよう工夫さ 

れている。 

○巻末に学期、1年間の振り返りがで 

きるシートが用意されている。 

○教材の配列が年間を通してバラン 

スよく構成されている。 

○教材ごと４つの視点が掲載されて 

いる。 

○本編のみで構成されており、本冊 

で 35時間学習を行うことが可能で 

ある。 

○視点を明確にして学習できるよう、 

テーマ別に複数の教材がユニット 

として構成されている。 

○巻末の「まなびの記録」で教材ご 

と、１年間を通しての学びの振り 

返りができるよう工夫されている。 

○教材ごとに視点と内容項目が掲載 

されている。 

○本編と別冊「道徳ノート」によっ 

て構成されており、本冊で 35時間 

学習を行うことが可能である。 

○教材とコラムを組み合わせ、ユニ 

ットとして構成されている。 

○別冊「道徳ノート」があり、振り 

返りを行うことができるよう工夫 

されている。 

○教材の配列が年間を通じてバラン 

ス良く構成されており、内容項目 

が分散配列されている。 

 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 道徳的諸価値についての

理解を深めるための工夫 

○「考えよう」や「見つめよう」で追 

加の発問や新たな視点が紹介されお 

り、生徒の深い学びを促す工夫がさ 

れている。 

○各教材に「つぶやき」のスペースが 

設けられている。 

○教材の冒頭に「導入」の問いが設 

定されており、教材を通して考え 

る道徳的価値を意識付けることが 

できるように工夫されている。 

 

○教科書紙面の二次元コードから動 

画や資料が用意されており、教材 

理解や考えを深める工夫がされて 

いる。 

○巻末に付録として「まなびの道具 

箱」がついており、自分の考えを 

深められるように工夫されている。 

○教材ごとに「考えてみよう」と 

「自分にプラスワン」の設定、「学 

びのキーワード」があり、道徳的 

価値等などを深められる工夫がさ 

れている。 

  

(2) 物事を多面的・多角的に

考え、自己の生き方につい

ての考えを深めるための工

夫 

○二次元コードを読み取ることで、関 

連動画や資料を参照できる。 

○知名度のある人物を題材とした教材 

がある。YouTuberを題材にしてい 

るものもある。 

○教材の最後に「学びの道しるべ」 

として発問が 3つ掲載されている。 

○生徒の生活実態に沿った教材や、 

現代的な課題、人物を扱った教材 

が用意されている。 

○教材の最後に「見方を変えて」と 

いう発問が用意されている。 

○実在する人物や、漫画形式ケース 

スタディで考える教材など、多様 

な教材を取り上げている。 

○よく知っているスポーツ選手やス 

ポーツ漫画などの教材がそろって 

おり、生徒たちが興味や関心を持 

てるような工夫がされている。 

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○心情円という付属品が付いており、 

自分の学びを具体化しながら学ぶこ 

とができる。 

○「Plus」という項目が設けられてお 

り、視点を変えて考えを深めたり、 

ロールプレイングを行ったりできる 

教材が掲載されている。 

○各学年に３か所「やってみよう」が 

設定されており、役割演技や話し合 

いなどを取り入れ、主体的・対話的 

に取り組むことができるように工 

夫されている。 

○学びのテーマや発問が教材の最後 

に掲載され、生徒が何を学ぶのか 

を意識できるよう工夫されている。 

○登場人物への自我関与、問題解決的 

な学習、道徳的行為に関する体験的 

な学習が可能となるよう構成され 

ている。 

○別冊の「道徳ノート」には二次元 

コードが設定されており、ICT端 

末で読み込むことで、心情メータ 

ーやシンキングツールを利用する 

ことができる。 

(4) 情報モラルと現代的な課

題の取扱い 

○「いじめ」や「命」を題材にしたもの 

はそれぞれ連続して配置されてお 

り、様々な視点から考えることがで 

きるよう工夫されている。 

○SDGsや SNS、伝統・文化も多く扱っ 

ている。 

○いじめ等の人権課題、共生社会と 

生命の尊さをユニット化し、連続 

して複数の教材に取り組めるよう 

設定されている。 

○「一年間の道徳で学んだこと」に 

SDGsとの関連が示されている。 

○情報モラル、環境、人権、いじめ 

問題をユニットのテーマとして重 

点的に取り上げられている。 

○人権週間に合わせて人権への考え 

を深めるユニットが配置されてい

る。 

○いじめや多様性社会について、ユ 

ニット構成が組まれており、深く 

考えられるように工夫されている。 

○国際問題や SDGs、情報モラルなど 

を考えられる教材となっている。 

(5) 他の教科等との関連 ○巻末の教材一覧表では内容項目別に 

並べられ、他の教科等との関連が示 

されている。 

○巻末の内容項目別教材一覧表に掲 

載されている。 

○教材の最後と巻末に掲載されてい 

る。 

○巻末の頁で、教材ごとに他教科等と 

の関連を一覧表として明示してい 

る。 

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること。 

(1) 表記・表現の工夫 ○AB判 

○UDフォントを使用している。 

○学年に応じて、漢字にルビを振って 

いる。 

○B5判 

○UDフォントを使用している。 

○中学で学習する常用漢字には、全 

ての教材で初出箇所にルビ、固有 

名詞には全てにルビを振っている。 

○B5変型判 

○UDフォントを使用している 

○中学校以上配当の常用漢字にルビ 

を振っている。 

○B5判 

○UDフォントを使用している 

○学年に応じ、漢字にルビを振って 

いる。 



 

教科用図書調査報告書 教科・種目名 特別の教科 道徳 種  類 ７種 ２ 枚中 ２ 枚 

 

採択基準 基本観点 

発行者名（番号・略号） 

224 学研出版 232 あかつき教育図書 233 日本教科書  

１ 学習指導要領に示す目

標の達成のために工夫さ

れていること。 

(1) 全体としての特徴や創意

工夫 

○本編のみで構成されており、本冊で 

35時間学習を行うことが可能である。 

○４つの観点ごとに教材がまとめられ 

て色分けがされている。 

○内容項目ごとに教材の配列がバラン 

ス良く構成されている。 

○巻末に「学びの記録」があり、学期 

ごとに振り返りができるようになっ 

ている。 

○本編のみで構成されており、本冊で 

35時間学習を行うことが可能であ 

る。 

○巻末に学期ごとに、また 1年間の学 

習を振り返ることができるシート 

が用意されている。 

○年間を通してバランスよく教材の 

配列がされている。 

○教材ごとに４つの視点が掲載され 

ている。 

○本編のみで構成されており、本冊 

で 34時間学習を行うことが可能で 

ある。  

○読み物教材にコラム等を組み合わ 

せて学習できるよう構成されてい 

る。 

○すべての内容項目を扱っている。 

○タイトル部分に色分けがされてい 

る。 

 

２ 内容や構成が学習指導

を進める上で適切である

こと 

(1) 道徳的諸価値についての

理解を深めるための工夫 

○教材ごとに「考えよう」が設定され 

ており、教材を通して自分自身を振 

り返ることができる工夫がされてい 

る。 

○教材のタイトルとともに、キーフレ 

ーズが示されている。 

○教材ごとに日本の各地域と関連があ 

るように工夫されている。 

○導入用動画や終末動画が用意され 

ており、教材理解や考えを深める 

ための工夫がされている。 

○重点項目を自主、自立自由と責任・ 

思いやり、感謝・生命の尊さ・より 

よく生きる喜びと定め、各項目３時 

間分配当している。 

○各貢で「考えよう」や「深めよう」 

という追加発問が掲載されており、 

生徒の「深い学び」を促す工夫が 

されている。 

 

(2) 物事を多面的・多角的に

考え、自己の生き方につい

ての考えを深めるための工

夫 

○重点的に扱うテーマでは、複数の教 

材がユニットとして構成されている。 

○教材ごとに「13の現代的課題のマー 

ク」が掲載されており、他の教材と 

関連して学ぶことができる。 

○教材の最後に３つの視点からの発 

問が用意されている。 

○「Thinking」というコラムページが

複数用意されており、学びを広げられ

るよう工夫されている。 

○二次元コードを読み取ることで、 

関連動画や資料を参照でき、様々 

な視点で考えを深めることができ 

る。 

○伝統や文化、郷土について学習で 

きる内容が多い。 

 

(3) 生徒が主体的・対話的に

学習に取り組むことができ

る配慮 

○巻頭に「考えを深める４つのステッ 

プ」が掲載され、学習の流れが示さ 

れており、学びを深めることができ 

る。 

○教材ごとに二次元コードが掲載され 

ており、資料等を活用できるように 

配慮されている。 

○各学年に３か所「マイ・プラス」が 

設定されており、主体的・対話的に 

取り組むことができる。 
○スポーツ選手や実在の人物など、生 

徒が興味関心を持つような教材が 

掲載されている。 

○巻末に「ウェルビーイングカード」 

がついており、生徒自身がどのよ 

うな価値を大事にしているかを意 

識したり、生徒同士で議論するこ 

とができるよう工夫されている。 

 

 

(4) 情報モラルと現代的な課

題の取扱い 

○SDGs、多様性、いじめ防止などの現 

代的課題を取り扱っている。 

○防災教育、キャリア教育にも対応し 

ている。 

○現代的課題をユニット化し、連続 

して複数の教材に取り組めるよう 

に設定されている。 

○巻末付録に SDGsとふるさとにつ 

いてのコラムが掲載されている。 

○SNS関連やいじめなどを扱ってい

る教材が多い。 

○様々なテーマから考えが深められ 

るように、テーマごとの分類表が 

掲載されている。 

 

(5) 他の教科等との関連 ○巻末に、教材ごとの内容項目との関 

連を一覧表として示している。 

○巻末の内容一覧に他の教科等の関 

連が掲載されている。 

○他教科や領域との関わりは、特に 

掲載されていない。 

 

３ 使用上の便宜が工夫さ

れていること。 

(1) 表記・表現の工夫 ○AB判 

○UDフォントを使用している。 

○カラーUDについて配慮している。 

○B5判 

○UDフォントを使用している。 

○カラーUDについて配慮している。 

○学年に応じて漢字にルビを振って 

いる。 

○AB判 

○UDフォントを使用している。 

○カラーUDについて配慮している。 

○学年に応じて漢字にルビを振って 

いる。 

 

 


